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北陸信越運輸局大雪時の大型車立ち往生防止対策

国土交通省では、令和２年１２月以降の大雪により、関越道、
北陸道等において多くの大型車両が立ち往生したことで、大量
の車両が路上に滞留する事案が発生したことを踏まえ、今冬も、
①車両対策（冬用タイヤの装着やチェーンの携行・装着の徹
底）、②運送事業者対策（輸送の安全を確保するために必要な
措置の実施、運輸局による指導・監査）、③荷主対策（荷主へ
の周知体制の確立）を３つの柱とする大雪時の立ち往生防止
対策を実施しています。

（右図）令和5年12月1日付け国土交通省 物流・
自動車局プレスリリース

（上図）運送事業車向けリーフレット



北陸信越運輸局大型車の車輪脱落事故防止キャンペーン
（令和５年１０月１日 ～ 令和６年２月２９日）

■大型車の車輪脱落事故発生状況（令和4年度（全国））

大型車への啓発活動（R5.11.21 新潟トラックステーション）

大型車の車輪脱落事故防止対策は、大型車の使用者が事故を防止するため、常日頃から継続的に取り組むものです
が、特に例年１０月以降の冬用タイヤ交換時期において車輪脱落事故が多発している状況のため「大型車の車輪脱落
事故防止キャンペーン」を行い、車輪脱落事故防止対策の徹底を図る取組を実施します。

キャンペーンポスター キャンペーンちらし

■主な取組

・大型車の使用者、運転者及び整備作業者等に対して、適切なタイ
ヤ脱着作業や保守管理の重要性について周知・啓発を図る。

※今月青森県で発生した大型車の脱輪による死亡事故等を踏まえ、
トラック事業者に対し一斉点検を指示した（12月5日付）。

・発生件数は１４０件（対前年度比１７件
増加）
・冬期（１１月～２月）に多く発生
・車輪脱着作業後１ヶ月以内に多く発生
・車輪脱落箇所は左後輪に集中

■行政処分（R5.10.1より導入）

・車輪脱落事故を惹起した自動車運送事業者
に対する車両の使用停止（初違反 ２０日車、
再違反 ４０日車）

・一定期間に複数回の車輪脱落事故を惹起し
た自動車運送事業者等に対し整備管理者の
解任命令

※大型車とは、車両総重量８トン以上のトラック又は乗車定員３０人以上のバス



北陸信越運輸局年末年始の輸送等に関する安全総点検
（令和５年１２月１０日～令和６年１月１０日）

運輸局による現場確認（令和４年度）

大量の輸送需要が発生し、輸送機関等に人流・物流が集中する年末年始は、ひとたび事故等が発生した場合には大
きな被害となることが予想されます。
そのため国土交通省では、陸・海・空の輸送機関等が安全対策の実施状況等を自主点検することにより、公共交通の
安全を図るとともに、輸送機関等の安全に対する意識を高めることを目的とする「年末年始の輸送等に関する安全総点
検」の取組を実施します。

■主な取組

・各輸送機関等が安全管理・安全対策等の実施状況、関係法令等の遵守状況、
施設等の点検整備状況、テロ対策及び感染症対策の実施状況等を自主点検し
ます。

・運輸局は輸送機関等の現場を訪問し、自主点検状況等を確認します。

■大雪に関する点検項目（運送事業者（トラック・バス等）が実施するもの）

・大雪警報等の気象情報や道路のおける降雪状況等を適時に把握することにより、
運行経路の道路情報、道路規制情報、気象情報に基づき、乗務員に適切な指示
を行える体制を構築しているか。

・冬用タイヤの溝の深さが、タイヤ製作者の推奨する使用限度を超えていないこと
の確認を行っているか。

・大雪及び暴風雪に備え、冬用タイヤの装着、チェーンの携行及び早めの装着の
徹底等、輸送の安全確保が図られているか。

安全総点検ポスター 自主点検のイメージ



新潟地方気象台
リスクコミュニケーション推進官 瀬下 政宏

2023年12月8日（金）令和５年度運輸防災マネジメントセミナー
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雪等に関する防災気象情報



1.大雪と災害

2.大雪と防災気象情報

3.大雪時の防災気象情報時系列

本日の内容
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1.大雪と災害

2.大雪と防災気象情報

3.大雪時の防災気象情報時系列

本日の内容
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大雪

主な現象 主な災害

なだれ

写真出典：①「市町村のための降雪対応の手引き」（内閣府、2019.1）、②雪崩についての解説（国土交通省）、③融雪災害とは（青森県）

地吹雪

風雪
暴風雪

雪が関係する主な現象と災害

融雪
4

交通障害、交通事故、家
屋の倒壊、農業被害、雪
下ろし事故、転倒など

倒木、電線付着
→停電、交通障害など

低地の浸水、土砂災害、
河川の増水など

視程障害、吹きだまりに
よる交通障害など

交通障害、家屋の倒壊、
登山者等への被害など

①

①

②

③

①



新潟県の大雪災害の事例①
令和4（2022）年12月18日から19日にかけての大雪

下越と中越で記録的な大雪 各地で車の立ち往生等の交通障害が発生

【概要】
令和4（2022）年12月18日から19日にかけて強い冬型の気圧配置となり、新潟県の上空約5,500メートルには氷点下30度
以下のこの時期としては強い寒気が流れ込んだ。19日未明から夕方にかけて、JPCZ（日本海寒帯気団収束帯）に伴う発達
した雪雲が流れ込み続けた下越と中越を中心に、記録的な大雪となった。魚沼市守門では、19日7時までの6時間に45セン
チの顕著な降雪を観測し「顕著な大雪に関する新潟県気象情報」を発表した。また、日降雪量が阿賀町津川で84センチ
（18日）、柏崎で72センチ（19日）、関川村下関で56センチ（18日）となり、それぞれ観測史上1位の記録を更新したほ
か、新潟では、20日2時に積雪68センチを観測し、12月の月最深積雪の大きい方から2位となった。

この大雪により、高速道路の通行止め、長岡市や柏崎市を中心とした車両の立ち往生、佐渡市等での倒木による停電、鉄
道の運休・遅延などの交通障害が発生したほか、除雪中の事故や路面凍結による転倒などの人的被害が発生した。（被害状
況は新潟県資料や各機関の公表資料を参考に新潟地方気象台にて記述）

5新潟地方気象台HP「新潟県に災害をもたらした気象事例」より
https://www.jma-net.go.jp/niigata/menu/saigai_NI.html



新潟県の大雪災害の事例②
令和4（2022）年12月23日から24日にかけての強風と大雪

日本海の低気圧に伴う強風と大雪 倒木による孤立集落や停電も

【概要】
令和4（2022）年12月23日は、上空約5,000メートルに氷点下39度以下の強い寒気を伴った低気圧が発達しながら日本

海を東南東に進んだため、新潟県では海上を中心に雪を伴った非常に強い風が吹き、海は大しけとなった。また、低気圧を
回る西風により発達した雪雲が流れ込み続けた下越では記録的な大雪となった。23日には、佐渡市相川で最大風速22.7
メートル（最大瞬間風速29.6メートル）の非常に強い風を観測するなど各地で強風が吹き、また、関川村下関では23日の
積雪差日合計が78センチを観測し観測史上1位の記録を更新した。なお、低気圧が日本の東に進んだ24日から25日は冬型の
気圧配置となり、中越の山沿いを中心に大雪となった。

村上市では大雪や着雪の影響で、倒木による道路の通行止めのため孤立集落が生じたほか停電が発生した。また、県内で
は、高速道路の通行止め、鉄道の運休・遅延、佐渡汽船の欠航などの交通障害も発生した。（被害状況は新潟県資料、各機
関公表資料を参考に新潟地方気象台にて記述）

6新潟地方気象台HP「新潟県に災害をもたらした気象事例」より
https://www.jma-net.go.jp/niigata/menu/saigai_NI.html



1.大雪と災害

2.大雪と防災気象情報

3.大雪時の防災気象情報時系列

本日の内容
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気象庁HPから防災気象情報を取得できます

PC版画面 スマホ版画面
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段階的に発表する大雪に関する防災気象情報

大雪に関する早期天候情報

早期注意情報

大雪に関する気象情報

大雪に関する緊急発表

大雪注意報（市町村ごと）

大雪警報（市町村ごと）

大雪に関する
気象情報

顕著な大雪に関する
気象情報（一部地域で運用）

大雪特別警報（市町村ごと）

6日前～
14日前

2日前～
5日前

2日前～

1日前～

6時間程度
前～

随時

数年に一度
の大雪

（国土交通省と気象台等の
共同発表）

（冬季の日本海側
のみ）

（大雪の警報級の可能性）

3時間程度
前～

※必ずしも、この順番で、または、これらの情報が出るわけではありません 9

心構え
雪への備え

計画変更

不要不急の
外出控え

地
域
社
会
が
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

運休、休校、
出勤抑制な
ども検討



10国土交通省HP「災害・防災情報」
https://www.mlit.go.jp/saigai/saigai.141209.html

異例の降雪に対する国土交通省対策本部

異例の降雪を想定したタイムライン（防災行動計画）



大雪に関する早期天候情報

早期注意情報

大雪に関する気象情報

大雪に関する緊急発表

大雪注意報（市町村ごと）

大雪警報（市町村ごと）

大雪に関する
気象情報

顕著な大雪に関する
気象情報（一部地域で運用）

大雪特別警報（市町村ごと）

6日前～
14日前

2日前～
5日前

2日前～

1日前～

6時間程度
前～

随時

数年に一度
の大雪

（国土交通省と気象台等の
共同発表）

（冬季の日本海側
のみ）

（大雪の警報級の可能性）

3時間程度
前～

※必ずしも、この順番で、または、これらの情報が出るわけではありません11

体制準備
広域応援派遣の準備
関係機関との事前調整
大雪事前広報（通行止め可能
性、冬装備要請）

一般道との通行止めのタイミ
ングの調整
ドライバーへの情報提供

輸送の安全確保方策、利用者の
安全確保方策等について検討

（自動車関連事業者）

（高速道路会社）

除雪体制の確保
線区の状況把握
乗客等への運行情報を提供

（鉄道事業者）

体制強化
道路のパトロール強化
凍結防止散布図

（高速道路会社）

交通関係事業者

（高速道路会社）

以降は「大雪による被害発生」時
の対応となるため省略

「段階的に発表する大雪に関する防災気象情報」と
「異例の降雪を想定したタイムライン（防災行動計画）交通関係事業者」との対応



早期天候情報
その時期としては10年に1度程度しか起きないような著しい高温や低温、
降雪量（冬季の日本海側）となる可能性が、いつもより高まっているとき
に、6日前までに注意を呼びかける情報です。6日先から14日先までの期
間で、5日間平均気温が「かなり高い」「かなり低い」となる確率が30%
以上、または5日間降雪量が「かなり多い」となる確率が30%以上と見込
まれる場合に、以下に示すような情報を発表します。

低温と大雪に関する早期天候情報（北陸地方）
令和４年１２月２２日１４時３０分
新潟地方気象台 発表

北陸地方 １月１日頃から かなりの低温
かなりの低温の基準：５日平均地域気温平年差－２．１℃以下

北陸地方の気温は、向こう２週間は寒気の影響を受けやすいため平年並か
低く、１月１日頃からはかなり低くなる可能性があります。また、１月１日
頃からは降雪量が平年よりかなり多くなる可能性があります。

農作物の管理等に注意するとともに、除雪などの対応、水道管の凍結等に
留意してください。また、今後の気象情報等に留意してください。

＜参考＞
この期間の、主な地点の５日間降雪量の平年値は以下の通りです。
地点 平年値
相川 ２センチ
新潟 ６センチ
津川 ３４センチ
長岡 ２３センチ
（略）

【大雪に関する早期天候情報の例】 大雪または雪に関する早期天候情報の発表地域

12



警報級の現象が5日先までに予想されているときには、その可能性を「早
期注意情報（警報級の可能性）」として［高］、［中］の2段階で発表し
ています。

早期注意情報（警報級の可能性）

13

気象庁ホームページでの早期注意情報（警報級の可能性）の表示例（大雪のみ抜粋）

新潟県の早期注意情報（警報級の可能性）
2022年12月18日05時 新潟地方気象台発表

中越では、19日までの期間内に、大雪警報を発表する可能性がある。

新潟県下越
18日 19日 20

日
21

日
22

日6-12 12-18 18-24 00-06 06-12 12-24

大雪

警報級の可能性 ［中］ ［高］ ［高］

－ ［中］ －
6時間最大降雪量
（センチ） 25 30 40 35 40

24時間最大降雪量
（センチ） 70から100



警報・注意報に先立って注意・警戒を呼びかけたり、警報・注意報の発表
中に現象の経過、予想、防災上の留意点等を解説したりするための情報で
す。

大雪と高波及び風雪に関する新潟県気象情報 第４号
令和４年１２月１７日１６時４８分 新潟地方気象台発表

（見出し）
１８日夜遅くから１９日にかけて、中越では大雪による交通障害に警戒し、下越、上越では注意・警戒してくだ
さい。１８日は中越、上越の海上と佐渡では高波や雪を伴った強風に注意・警戒してください。

（本文）
［気象状況と予想］

１８日から１９日にかけて日本付近は強い冬型の気圧配置となるでしょう。また、北陸地方の上空約１５００
メートルには氷点下９度以下の寒気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定となる見込みです。
１８日から１９日にかけて山沿いでは大雪となり、平地でも大雪となる所がある見込みです。同じ所に雪雲がか
かり続けた場合は、警報級の大雪となるおそれがあります。

新潟県の海上では、１８日は雪を伴った非常に強い風が吹き、海は１９日にかけてしけとなる見込みです。冬
型の気圧配置が予想より強まった場合は、暴風雪や大しけとなるおそれがあります。

［雪の予想］
１７日１８時から１８日１８時までに予想される２４時間降雪量は、いずれも多い所で、

下越 平地 １５センチ
下越 山沿い ６０センチ

---（中略）---

［防災事項］
１８日夜遅くから１９日にかけて、中越では大雪による交通障害に警戒し、下越、上越では注意・警戒してく

ださい。１８日は中越、上越の海上と佐渡では高波や雪を伴った強風に注意・警戒してください。ふぶきによる
視程障害、電線や樹木などへの着雪、なだれ、路面の凍結にも注意してください。また、１８日にかけて落雷や
竜巻などの激しい突風に注意してください。屋外活動に十分注意し、発達した積乱雲の近づく兆しがある場合に
は、建物内に移動するなど安全確保に努めてください。ひょうの降るおそれもありますので、農作物等の管理に
も注意してください。
---（以下略）---

【大雪に関する気象情報の例】

新潟県気象情報

14



警報／注意報 内容

૤
ਾ

大雪警報
大雪警報は、降雪や積雪による住家等の被害や交通障害など、大雪により重大な災害が発生するおそれが
あると予想したときに発表します。

暴風雪警報
雪を伴う暴風により重大な災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。暴風による重大な
災害のおそれに加え、暴風で雪が舞って視界が遮られることによる重大な災害のおそれについても警戒を
呼びかけます。

ି
ਔ
ਾ

大雪注意報
降雪や積雪による住家等の被害や交通障害など、大雪により災害が発生するおそれがあると予想したとき
に発表します。

風雪注意報

雪を伴う強風により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。強風による災害のおそれ
に加え、強風で雪が舞って視界が遮られることによる災害のおそれについても注意を呼びかけます。

なだれ注意報 なだれによる災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。

着氷注意報
着氷注意報は、著しい着氷により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。具体的には、
水蒸気や水しぶきの付着・凍結による通信線・送電線の断線、船体着氷による転覆・沈没等の被害が発生
するおそれのあるときに発表します。

着雪注意報
着雪注意報は、著しい着雪により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。具体的には、
雪が付着することによる電線等の断線や送電鉄塔等の倒壊等の被害が発生する（気温０℃付近で発生しや
すい）おそれのあるときに発表します。

融雪注意報
融雪注意報は、融雪により災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。具体的には、積雪
が融解することによる土砂災害や浸水害が発生するおそれがあるときに発表します。

警報とは、重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて行
う予報です。注意報とは、災害が発生するおそれのあるときに注意を呼び
かけて行う予報です。

雪に関する警報・注意報

（雪に関する）警報・注意報
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顕著な大雪に関する新潟県気象情報 第８号
令和４年１２月１９日０８時００分 新潟地方気象台発表

（見出し）
魚沼市守門では、１９日７時までの６時間に４５センチの顕著な降雪を観測
しました。この強い雪は１９日夕方にかけて続く見込みです。中越の山沿い
では、大規模な交通障害の発生するおそれが高まっています。

（本文）
なし

【顕著な大雪に関する気象情報の例】

顕著な大雪に関する気象情報（短時間の大雪に対する
一層の警戒を呼びかけ）

重大な災害の発生する可能性が高まり、一層の警戒が必要となるような短
時間の大雪となることが見込まれる場合に発表する気象情報です。
• 降雪量（実況値）と今後の見通しを記載した短文形式の気象情報
• 令和元年12月から、新潟県、富山県、石川県、福井県、福島県（会津地
方）、山形県で運用を開始し、令和３年12月からは、滋賀県、兵庫県、京
都府、広島県、岡山県、島根県、鳥取県でも運用を開始しています。
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警報の発表基準をはるかに超える大雨等が予想され、重大な災害が発生す
るおそれが著しく高まっている場合、特別警報を発表し、最大級の警戒を
呼びかけます。

特別警報 内容

大雪特別警報 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合に発表します。

暴風雪特別警報
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想され
る場合に発表します。

地点名
50年に一度の
積雪深（cm）

既往最深積
雪（cm）

相川 54 65

新潟 103 120

高田 213 377

下関 － 178

松浜 152 57

新津 240 187

「50年に一度の積雪深」の地点別一覧
（新潟県内地点の一部）

「50年に一度の積雪深」を地図上に色分けした図

特別警報
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解析積雪深・解析降雪量は、積雪の深さと降雪量の実況を1時間ごとに約
5km四方の細かさで推定するものです。解析積雪深・解析降雪量を利用す
ると、積雪計による観測が行われていない地域を含めた積雪・降雪の面的
な状況の把握でき、的確な防災対応に役立ちます。

今後の雪（解析積雪深・解析降雪量）

18



降雪短時間予報は、6時間先までの1時間毎の積雪の深さと降雪量を約5㎞
四方の細かさで面的に予測したもので、1時間毎に発表します。解析積雪
深、解析降雪量と合わせて、積雪深計による観測が行われていない地域を
含めた積雪・降雪の解析・予測を面的な情報として把握でき、雪による交
通への影響を前もって判断すること等に活用いただけます。

今後の雪（降雪短時間予報）

解析積雪深・解析降雪量、降雪短時間予報は約5km四方の平均的な値のため、局地的な降雪の多寡は表現できません。降雪
量は少なめに予想する傾向があります。格子の値そのものを直接利用せず、積雪の深さや降雪量の大まかな分布状況・予報
を把握するために利用してください。警報・注意報の発表状況について併せてご確認願います。

19



過去24時間分の積雪の深さ※1と降雪量※2に加え、6時間先までの予
報※3を確認できます ※1 解析積雪深、※2 解析降雪量、※3 降雪短時間予報
積雪・降雪が多くなっている地域を把握できます
雪の状況を道路・鉄道等の地図情報と重ね合わせて見ることができます

左から 積雪の深さ
（解析積雪深・解析降雪量）

３時間降雪量
6時間降雪量
12時間降雪量
24時間降雪量
48時間降雪量
72時間降雪量

（いずれも降雪短時間予報）

今後の雪（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報）
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海寄りの地域で降雪量が多くなっているようだ

から、内陸の道路を通ろう！

実測値はアメダスで確認 解析降雪量の利用例

ニュースで大雪だと言っていたけど、出かけないと

いけない。どこの道路を通るのがいいんだろう？

解析降雪量
（12時間降雪量）

アメダス
（12時間降雪量）

道路

※図はイメージです※図はイメージです

【利用上の留意点】
約5km四方の格子内の平均的な値であるため、格子ひとつひとつの値を直接的に利用するので
はなく、上図の例のように積雪・降雪のおおまかな分布を把握するために利用してください。

？

アメダスだけ
では細かな地
域を確認でき
ない！

「今後の雪」ページでは、積雪・降雪が多くなっている地域を把握できます。
「今後の雪」ページでは、雪の状況を道路・鉄道等の地図情報と重ね合わせて見ることができます。
外出前に「今後の雪」ページと、交通情報や目的地の情報を合わせて確認することで、経路の変更や
除雪などの交通障害への備え、予定や計画等様々に活用いただけます。

今後の雪の活用例
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1.大雪と災害

2.大雪と防災気象情報

3.大雪時の防災気象情報時系列

本日の内容

22



令和4年度 今冬の記録

1. 道路に関する出来事
2. トピックス
3. 今冬の気象状況
4. 直轄国道の立ち往生車両発生状況
5. 今冬の取組
6. 今冬の写真

令和4年度 今冬の記録（北陸地方整備局道路部）
https://www.hrr.mlit.go.jp/road/kiroku/kiroku.html

令和4年度今冬の記録 p.6
トピックス（2）長岡国道管内
での集中降雪(柏崎地域）

2022年12月18日から19
日にかけての大雪による交
通規制等の時系列

23



柏崎市

月 日
12月14日

16日

17日

18日

時刻
11:00
17:00
07:08

16:48

04:22
06:00

06:15

09:00

防災気象情報／交通規制等
早期注意情報（警報級の可能性） 中越 18日「中」
早期注意情報（警報級の可能性） 中越 18日・19日「高」
大雪と高波及び風雪に関する新潟県気象情報 第３号

大雪と高波及び風雪に関する新潟県気象情報 第4号

大雪・着雪注意報（中越）
実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

大雪と高波及び風雪に関する新潟県気象情報 第5号

実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

１８日夜のはじめ頃から１９日にかけて、中越では大雪による交通障害に警戒し、下越、
上越では注意・警戒してください。佐渡では１８日昼前から昼過ぎにかけて雪を伴った強
風に、中越、上越、佐渡では１８日朝から昼過ぎにかけて高波に注意・警戒してください。

１８日夜遅くから１９日にかけて、中越では大雪による交通障害に警戒し、下越、上越で
は注意・警戒してください。１８日は中越、上越の海上と佐渡では高波や雪を伴った強風
に注意・警戒してください。

１８日夜遅くから１９日夕方にかけて、中越では大雪による交通障害に警戒し、下越、上
越では注意・警戒してください。新潟県では、１８日昼前にかけて雪を伴った強風に、１
９日明け方にかけて高波に注意・警戒してください。

令和4年12月18日～19日の大雪と防災気象情報①

24
昼
前

朝

体制準備
広域応援派遣の準備
関係機関との事前調整
大雪事前広報（通行止め可能
性、冬装備要請）

輸送の安全確保方策、利用者の
安全確保方策等について検討

（自動車関連事業者）

（高速道路会社）

除雪体制の確保
線区の状況把握
乗客等への運行情報を提供

（鉄道事業者）

体制強化
道路のパトロール強化
凍結防止散布図

交通関係事業者

（高速道路会社）

この時系列表は、決して当時のそ
れぞれの対応を検証・避難するた
めのものではありません。実事例
をもとに今後の対応を考えていた
だきたいと思い、作成しています。

※注意



夜
遅
く

月 日
12月18日

時刻
15:00

16:02
16:45
17:00

18:00

21:00

防災気象情報／交通規制等
実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

大雪警報／風雪・なだれ・着雪注意報（中越）
北陸道（柏崎IC～中之島見附IC）通行止め
大雪と高波及び風雪に関する新潟県気象情報 第6号

実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

下越では１９日昼前にかけて、中越では１８日夜のはじめ頃から１９日夕方にかけて大雪
による交通障害に警戒し、佐渡では１９日明け方にかけて高波に注意・警戒してください。
また、新潟県では落雷や竜巻などの激しい突風、降ひょうに注意してください。

令和4年12月18日～19日の大雪と防災気象情報②

夜
の
は
じ
め
頃

夕
方
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柏崎市

除雪体制の確保
線区の状況把握
乗客等への運行情報を提供

（鉄道事業者）

体制強化
道路のパトロール強化
凍結防止散布図

交通関係事業者

（高速道路会社）

一般道との通行止めのタイミ
ングの調整
ドライバーへの情報提供

（高速道路会社）

この時系列表は、決して当時のそ
れぞれの対応を検証・避難するた
めのものではありません。実事例
をもとに今後の対応を考えていた
だきたいと思い、作成しています。

※注意



除雪体制の確保
線区の状況把握
乗客等への運行情報を提供

（鉄道事業者）

体制強化
道路のパトロール強化
凍結防止散布図

交通関係事業者

（高速道路会社）

時刻
00:00

03:00

05:45

06:00
06:00

朝

防災気象情報／交通規制等
実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

大雪と高波及び風雪に関する新潟県気象情報 第7号

渋滞発生（米山周辺・鯨波周辺）
実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

月 日
12月19日

中越と下越では１９日夕方にかけて大雪による交通障害に警戒してください。また、新潟
県では１９日夜遅くにかけて落雷や竜巻などの激しい突風、降ひょうに注意してください。

明
け
方

未
明

令和4年12月18日～19日の大雪と防災気象情報③
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柏崎市

迅速な通行止め措置
関係機関との情報交換、通
行止めに関する広報
改正災対法にもとづき区間
を指定し、立ち往生車両を
移動
資機材等の広域応援を実施

（高速道路会社）

（鉄道事業者）

迅線路の除雪作業及び救援
列車等による乗客の援助
乗客に対し、食料や毛布等
を配布

この時系列表は、決して当時のそ
れぞれの対応を検証・避難するた
めのものではありません。実事例
をもとに今後の対応を考えていた
だきたいと思い、作成しています。

※注意



交通関係事業者

迅速な通行止め措置
関係機関との情報交換、通
行止めに関する広報
改正災対法にもとづき区間
を指定し、立ち往生車両を
移動
資機材等の広域応援を実施

（高速道路会社）

（鉄道事業者）

迅線路の除雪作業及び救援
列車等による乗客の援助
乗客に対し、食料や毛布等
を配布

夕
方

防災気象情報／交通規制等
顕著な大雪に関する新潟県気象情報 第８号

渋滞発生（日吉周辺）
大雪と雷及び突風に関する新潟県気象情報 第9号（図情報）

実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間）

大雪と雷及び突風に関する新潟県気象情報 第10号

実況・予想（解析積雪深・解析降雪量・降雪短時間予報（6時間））

通行止め（集中除雪）

時刻
08:00

08:30
08:32

09:00

11:47

15:00

15:40

令和4年12月18日～19日の大雪と防災気象情報④

魚沼市守門では、１９日７時までの６時間に４５センチの顕著な降雪を観測しました。こ
の強い雪は１９日夕方にかけて続く見込みです。中越の山沿いでは、大規模な交通障害の
発生するおそれが高まっています。

魚沼市では顕著な大雪となっている所があります。この強い雪は１９日夕方にかけて続く
見込みです。また、柏崎地域や長岡地域の平地でも降雪が強まっています。大雪による交
通障害に警戒してください。

柏崎地域では、除雪が困難となる積雪になる可能性があります。１９日夕方にかけて、さ
らに大雪警報級の強い雪が続く見込みです。大雪に厳重に警戒し、交通障害が発生する可
能性を考慮して、不要不急の外出を控えるようにしてください。

月 日
12月19日

昼
前

朝

昼過ぎ

27

柏崎市

この時系列表は、決して当時のそ
れぞれの対応を検証・避難するた
めのものではありません。実事例
をもとに今後の対応を考えていた
だきたいと思い、作成しています。

※注意

北陸地方整備局「令和4年度今冬の記録」より



新潟地方気象台の取組み

1 平時（通常時）

2 緊急時（悪天時等）

出前講座
防災気象情報・地震火山情報等の読み解き方を理解し、業務への活用
をしていただくことを目指します。
事業継続計画への助言
事業継続を判断するための的確な基準の作成へ助言します。
気象台への要望の確認
事業継続のために気象台の提供するサービスの向上に努めます。

新潟地方気象台では、運輸事業者の皆さまの業務を支援する
ために、以下のような取り組みを行っています。

天気の見通しについて情報提供
予想される悪天に対し、的確に事業継続を判断するための情報を提供
します（電話やメールなど）。
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終わります

新潟地方気象台は、運輸事業者の
皆さまの業務を支援して参ります。

気象庁マスコットキャラクター
はれるん 29





北陸地方整備局
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１．昨冬（令和4年度）の降雪状況（累加降雪量）

0
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900

(cm)

累

計

降

雪

量

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(814)

平成30年度(234)

5ヶ年平均 (368)

平成18年度(115)

平成17年度(501)
【平成18年豪雪】

平成29年度(492)

令和元年度(91)

10ヶ年平均(335)

令和3年度(492)

令和2年度(530)

グラフ：北陸地方整備局 管内一般国道指定区間の累計降雪量

（42観測地点の加重平均 令和５年3月31日 8:30現在）

令和４年度の北陸地方整備局管内の降雪量は平年並み（５カ年平均の1.0倍）
12月下旬、1月下旬の寒波により約5割の降雪を観測

R5.3.31 現在 367.5cm

（５ヶ年平均の約1.0倍））

12月下旬

（12/18～26）

降雪量：約９０㎝

1月下旬

（1/24～29）

降雪量：約７８㎝

１



407 

672 719 
747 

1,122 

899 

1,776 

956 
752

(1.85)

1,093
(1.63)

684
(0.95)

1,092
(1.46)

909
(0.81)

759
(0.84)

932
(0.52)

813
(0.85)

0

200

400

600

800

1,000

0

400

800

1,200

1,600

2,000

長岡 小千谷 川口 小出 塩沢 湯沢 三俣 二居

累
計
降
雪
量
（c

m

）

標
高
（m

）

：５ヶ年平均

：令和４年度（対５ヶ年平均比）
：標高

図：国道17号 観測所別累加降雪量

至：新潟

至：群馬

令和４年度は、平均と比較し平野部の降雪量多く、山間部は少ない

１．昨冬（令和4年度）の降雪状況（降雪傾向）

２



令和４年度は直轄国道で発生した立ち往生は１７３台※１

地域名を確認できた車両は104台、 その内、北陸管内※2 の地域名車両は60（58％）

立ち往生車両発生件数一覧表（令和5年3月31日現在）

道路種別
県名

北陸計
新潟県 富山県 石川県

一
般
国
道

7号 5 - - 5

8号 94 11 7 112

17号 19 - - 19

18号 5 - - 5

41号 - 1 - 1

49号 12 - - 12

116号 6 - - 6

160号 - 8 - 8

470号 - 1 4 5

合計 141 21 11 173

51％

42％

58％

49％

58％

42％

0 20 40 60 80 100 120 140

R2

R3

R4

北陸管轄内ナンバー 管外ナンバー

対象台数
48台

対象台数
132台

対象台数
104台

※1過去３年において、北陸地方整備局が、巡回等で立ち往生を確認した地域別ナンバーの件数
地域別の交通量を考慮した数値ではない

※2 新潟、長岡、上越、富山、石川、金沢ナンバー

地域名別ナンバー比較

３

１．昨冬（令和4年度）の降雪状況（立ち往生発生状況）

図：立ち往生発生箇状況



参考：立ち往生車両のタイヤ状況

都道府県道路交通法施行細則又は道路交通規則(抜粋)(2023年8月現在)

４

（新潟県：新潟県道路交通法施行細則 第12条第1号）
積雪又は凍結のため、すべるおそれのある道路において自動車又は原動機付自転車を運転するときは、次のいずれかに該当するすべ

り止めの措置を講ずること。
イ 前又は後の駆動輪のタイヤに鎖等を取り付けること。この場合において、他の車両をけん引するときは、

被けん引車の最後軸輪にも鎖等を取り付けること。
ロ 全車輪に、すべり止めの性能を有する雪路用タイヤを取り付けること。

（富山県：富山県道路交通法施行細則 第17条第3号）
積雪又は凍結している道路において、車両（軽車両を除く。）を運転するときは、タイヤチェーン又は滑り止め用特殊タイヤを取り

つけるなど、路面の状況に応じ有効な滑り止め装置を講ずること。ただし、タイヤチェーンについては、前車輪又は後車輪に取りつけ
れば足りる。

（石川県：石川県道路交通法施行細則 第12条第1号）
積雪又は凍結している道路において、自動車又は原動機付自転車を運転するときは、雪道用タイヤ（滑り止め性能を有する雪道用タ

イヤで接地面の突出部が五十パーセント以上摩耗していないものに限る。）を全車輪に装着し、又はタイヤチェーン等を駆動輪（全て
の車輪が駆動するものにあたっては、前軸輪又は後軸輪）及び被けん引車の最後部の軸輪に取り付けて滑り止めの措置を講ずること。

（長野県：長野県道路交通法施行細則 第14条第2号）
積雪又は凍結している道路において自動車（二輪のものを除く。）を運転するときは、タイヤ・チェーン又は防滑タイヤ（滑り止め

の性能を有するタイヤをいう。以下この号において同じ。）を用いる等滑り止めの処置を講ずること。この場合、タイヤ・チェーンを
用いるときは両側の後輪（前輪駆動により走行するものは前輪）、防滑タイヤを用いるときは全輪とすること。

積雪・凍結時の遵守法令
積雪又は凍結した路面では、冬用タイヤの装着等いわゆる防滑措置の義務が都道府県道路交通法施行細
則又は道路交通規則(運転者の遵守事項)によって規定されています。(沖縄県を除く)
違反行為は、反則金の適用となります。(大型：7千円、普通：6千円、自動二輪：6千円、原付車：5千円)



２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応
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最大時間降雪9cm

日降雪量：20ｃｍ/日 日降雪量：72ｃｍ/日 日降雪量：2ｃｍ/日

最大時間降雪8cm
最大積雪深91cm

110cm
片貝

令和4年12月18日から19日にかけて非常に強い寒気が入り強い冬型の気圧配置

19日未明には、ＪＰＣＺの影響による柏崎市・長岡市を中心に集中的な降雪

５図：令和4年度新潟県内の冬期道路に関する検討会資料 「降雪状況」抜粋



E8
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米山IC

柏崎IC

西山IC

長岡IC

長岡北SIC

中之島見附IC

長岡南越路SIC

小千谷IC

越後川口IC

災対法区間指定
（米山海岸PA～長崎新田交差点)

L=22.05km

災
対

法
区

間
指

定
（
坂

井
北

交
差

点
～

牛
ヶ

島
交

差
点

) L=32.7km

至

富
山

至 新潟

至 東京

長岡市

柏崎市

出雲崎町

見附市

小千谷市

魚沼市

事故車
2件

7件/4日

19件/4日
18件/4日

13件/4日

11件/4日

10件/4日

4件/4日
8件/4日

長岡JCT

写真① 19日13時頃 長崎新田87.3kp（上り）
写真④ 20日10時頃 中之島見附IC付近（下り）

写真⑤ 19日20時頃 川崎58.3kp（下り）

写真⑥ 19日20時頃 高畑南280.4kp（上り）

写真①

写真③

写真④

写真⑤

写真⑥

写真③ 21日1時頃 米山台94.9kp（下り）

写真② 20日9時頃 幸町93.8kp（上り）

写真②

柏
崎
市
長
崎

柏
崎
市
米
山

至

富
山

災対法区間指定及び通行止め状況

指定地域 区間指定 通行止め開始 通行止め解除

国道8号柏崎地区 12/19 12：15 12/19 15：40 12/21 06：00（通行止：38h）

国道8号、17号長岡地区 12/20 03：00 12/20 06：00 12/21 08：00（通行止：26h）

長岡市坂井町

長岡市川口牛ヶ島

至 新潟

至 富山

至 新潟

至 富山

至 新潟

至 富山

至 東京

至 新潟

至 新潟

至 東京

至 東京

至 新潟

：立ち往生車発生箇所
（12/18～21）多

上越市

車両滞留発生
約800台※1

車両滞留発生
約1,000台※２

※１、２ 柏崎地区はTEC-FORCE（現地活動班）による滞留車両の確認及び支援物資の配布台数、長岡地区はCCTV映像等から滞留車両台数を推定

18日夕方から高速道路では同時多発的に発生した事故に伴い、広範囲・長時間に及ぶ
通行止めが発生
国道8号、17号でも立ち往生車が多発し、これらを契機として大規模な車両滞留に発展

６

２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応

図：令和4年度新潟県内の冬期道路に関する検討会資料 「交通障害・立ち往生発生の状況」抜粋



方向性 見直し項目 対応

行動計画見直し

降雪量による
行動計画

●閾値：10㎝/時間、2連続5㎝/時間による行動計画策定【国道】
・実測値判断により機械的に通行止めによる集中除雪を実施

予防的通行規制区間の代表観測所を設定（長岡：川崎、柏崎：日吉町）
国道事務所の監視員による降雪量の24時間監視を実施

●関係機関と実測降雪量を共有（情報連絡本部開設時）【国道】
・共有サイトを活用し国道事務所より情報連絡本部構成機関へ随時情報共有を実施
・降雪予測に加え実測値共有による道路ネットワーク全体への注意喚起を強化
・顕著な降雪（5㎝/h）観測時はＳＮＳ等によりメディア及び道路利用者に情報提供

情報連絡本部
設置基準の追加

●閾値により情報連絡本部設置を自動化【国道】
・従来の設置基準に加え降雪量による設置基準を設定
・情報共有タイミング、方法、内容等を関係機関と再協議

国道・高速道路の
同時通行止め

●国道・高速道路の同時通行止【国道・高速共通】
・国道と高速道路のどちらかにおいて交通障害が発生した場合、緊密な連携のもと躊躇なく同時

通行止めを実施
・降雪地域への交通流入抑制（広域迂回誘導の強化、必要に応じたＵターン処理など）を実施

予防的通行規制区間の追加

長岡地区

●長岡市福島から小千谷市木津区間の予防的通行規制区間を新設【国道】
・閾値による除雪梯団の運用方針を共有化
・受注者等による通行規制要員の確保

柏崎地区

●柏崎市米山台から同市曽地間の予防的通行規制区間を新設【国道】
・閾値による除雪梯団の運用方針を共有化
・柏崎市日吉町から天神町間を通行止めし、新潟県管理区間（国道252号）を含む柏崎バイパス

への交通誘導を実施
・降雪期間を通じた除雪車の事前配備
・受注者等による通行規制要員の確保

記録的な集中降雪による長時間の車両滞留における課題に対し同様の降雪が発生し
た際の道路交通の混乱を最小限とすることを目的に有識者、事業者、道路管理者で
構成する検討会を設置

図：令和4年度新潟県内の冬期道路に関する検討会資料 「当面の対応」抜粋 ７

２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応（当面の対応）



方向性 見直し項目 対応

各種情報提供及び
出控え広報の強化

各事象毎の
情報内容の

追加

●巡回強化【高速】
・巡回強化などによる安全運転の徹底

●出控え広報【国道・高速共通】
・出控え広報等を継続し、大雪時の交通量を抑制
（道路情報板、ＳＡ・ＰＡデジタルサイネージ、ＳＮＳ、インターネット広告、トラック協会への依頼等）

・毎日、定時（6時、16時）の情報提供（路面状況：Twitter）において、大雪時の不要不急の
出控え広報を追加

●事前準備【国道】
・広報内容及び体制、タイミングを行動計画において事前設定
・気象（降雪）情報を踏まえた渋滞状況調査人員（地元業者等）の事前確保

●大雪警報発表時【国道】
・道路情報板で「大雪警報発表中」と「不要不急の出控え」表示、毎日の情報提供頻度増

●事象発生時：スタック車発生【国道】
・スタック車の情報提供、マスコミに対し定時の記者発表の実施
・滞留しているドライバー向けに定時での情報発信（今後の見通し、乗員保護活動等）
・Twitterによる「大型車チェーン必要」の情報発信
・乗員保護活動時にドライバーへの情報提供（Twitter、HPのQRコード）

定時情報

定時情報に「不要不急の出控え」を追加

大雪警報時 通行止め時

規制箇所でのＵターン状況

除雪状況
路面状況

大雪警報発表の情報提供

【長岡市LINE】

関係機関が連携
し、迅速な情報
提供を実施

図：令和4年度新潟県内の冬期道路に関する検討会資料 「当面の対応」抜粋

８

２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応（当面の対応）



【第１回対策検討会（令和5年1月23日）】 【第２回対策検討会（令和5年3月23日） 】
除雪能力を大幅に超える降雪への対応行動計画の見直し

降雪量による行動計画 【国】
○降雪量の閾値による行動計画策定 【国】
・実測値判断により機械的に通行止め、集中除雪を実施

○関係機関と実測降雪量を共有（情報連絡本部開設時） 【国】
○閾値による行動計画の実行力を高めるため、来冬に向けて訓練を実施 【国】

情報連絡本部設置基準の追加 【国】
○降雪量の閾値により情報連絡本部設置を自動化 【国】
・予測値による従来の設置基準に加え降雪量実測値による設置基準の設定等

○閾値による情報連絡本部の設置を遅滞なく実行するため、来冬に向けて訓練を実施 【国】
国道・高速道路の同時通行止め 【国・高速共通】

○国道と高速道路のどちらかにおいて、交通障害が発生した場合、緊密な連携のもと
躊躇なく同時通行止めを実施 【国・高速共通】

○降雪地域への交通流入抑制を実施 【国・高速共通】

○降雪量の閾値による災対法区間指定（予防的通行規制区間） 【国】
○車両滞留が発生する恐れがある場合には、閾値により遅滞なく災対法区間指定を実施するものとし、

実行力を高めるため、来冬に向けて訓練を実施 【国】
○荷主及び車両管理者への牽引等に関する周知 【国】

災害対策基本法の運用見直し

○長岡市福島から小千谷市木津区間の予防的通行規制区間を新設 【国】
・閾値による除雪梯団の運用方針を共有［長岡・柏崎］
・受注者等による通行規制要員の確保［長岡・柏崎］

○柏崎市米山台から同市曽地間の予防的通行規制区間を新設 【国】
・柏崎市日吉町～天神町間を通行止めし、県管理区間（R252）を含む柏崎バイパスへの交通誘導
・降雪機関を通じた除雪車の事前配備

○建設業協会と通行規制要員確保の協力体制を構築 【国】

予防的通行規制区間の追加

各事象毎の情報内容の追加
○巡回強化などによる安全運転の徹底 【高速】
○出控え広報による交通量抑制 【国・高速共通】
○事前準備（ 【国】

・広報内容及び体制、タイミングを行動計画において事前設定等
・気象（降雪）情報を踏まえた渋滞状況調査人員（地元業者等）の事前確保

○建設コンサルタンツ協会と定期的に調整を図り、現地調査要員確保の協力体制を構築
○大雪警報発表時 【国】

・道路情報板で「大雪警報発表中」と「不要不急の出控え」表示
○事象発生時：立ち往生車両発生 【国】
・スタック車の情報提供、マスコミに対し定時の記者発表の実施
・滞留しているドライバー向けに定時での情報発信（今後の見通し、乗員保護活動等）
・Twitterによる「大型車チェーン必要」の情報発信

各種情報提供及び出控え広報の強化

効果的な広域迂回に関する情報提供 【国・高速共通】
○５機関共同会見（北陸地方整備局、気象庁、NEXCO（東日本・西日本）、北陸信越運輸局）に

よる事前の情報提供、出控え要請の徹底 【国・高速共通】
除雪体制・監視体制の強化 【国】

○急勾配区間等に消融雪施設を検討・設置［柏崎］
○除雪機械の増強（除雪ドーザ）と、大雪予測時の除雪機械事前配置（ロータリ除雪車）により、

路肩幅員狭小区間を集中除雪［柏崎］
○Ｒ８柏崎バイパスの交通確保を最優先し、市街地部での滞留発生を抑制するため、堆雪処理

に時間を要する柏崎高架橋区間等に消雪パイプを設置［柏崎］
○Ｒ１７高畑南交差点前後に、消雪パイプを設置［長岡］
○除雪工区境のＲ１７越の大橋付近について、長岡工区、堀之内工区の両工区が重複して

除雪し、除雪頻度増［長岡］
○迅速な除雪作業に向けた体制強化［長岡・柏崎］
○CCTVカメラを増設、監視体制強化［長岡・柏崎］

迅速な予防的通行止めと早期の通行止め解除 【国】
○除雪支障車両の待避スペースを本線脇に確保（非常駐車帯の拡大等）［長岡・柏崎］
○滞留車両の本線Ｕターン可能箇所の確保（中央分離帯の開口部設置等）［長岡・柏崎］
○通行止め規制箇所に職員や規制要員の待機・休憩施設、仮設トイレ設置［長岡・柏崎］
○駐車場（待避スペース）整備や遠隔操作による通行止め装置導入等、迅速な予防的通行

止めに資する施設の整備［その他］
気象予測精度向上による雪氷体制検討 【高速】

○ＪＰＣＺに対する気象予測の継続検討
交通障害の早期解消 【高速】

○大雪予測時、集中降雪時及び通行止め時の１．５車線（１車線＋緊急車両通行帯）等の柔軟な
交通運用を実施するための目安の明確化（継続実施中）

○通行止め時においても緊急避難路として高速道路を活用する場合の運用オペレーションの確立
○上振れした降雪時における応援体制の強化
○ＩＣへのアクセス道路の除雪対応の明確化・緊密な連携

渋滞・車両滞留状況の把握

○CCTVカメラを増設、監視体制強化 【国】（再掲）
○従道路側の状況を早期に確認・共有し、従道路管理者への除雪の要請や自治体を通じた出控え

広報を実施する行動計画を立案。実行力を高めるため、来冬に向けて訓練を実施 【国】

更なる対応力向上に向けた取り組み

○降雪量データの補完を目的に、簡易レーザー式積雪深計を５箇所試行設置（R5.2月）、閾値付近の
降雪量となる場合、簡易レーザー式積雪深計のリアルタイムデータから面的に降雪状況を把握 【国】

○路面状況や立ち往生車両の早期発見のため、立ち往生発生箇所に簡易カメラ（インターバル式）を
６箇所試行設置（R5.2月）、状況把握を強化 【国】

○R5年度以降は簡易レーザー式積雪深計、簡易カメラともに箇所を増設し運用 【国】

：ハード対策
：ソフト対策

2,3ページ

2,3ページ

2ページ
3ページ

2,3ページ

3ページ

2ページ

2ページ

2,3ページ

2,3ページ

4ページ

4ページ

4ページ

4ページ

4ページ

4ページ

4ページ

4ページ

5,6ページ

4ページ

4ページ

4ページ

4ページ

2ページ

検討会における提言を踏まえソフト・ハードの対策を推進
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２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応（まとめ）

表：今冬に向けた道路交通確保に関する取組状況についての記者発表資料「令和４年１２月長岡・柏崎地域の大雪を踏まえた冬期道路の対応について(概要版)」抜粋



タイム
ライン

気象情報
道路状況

情報連絡本部 長岡国道事務所
高速 国道

－１ｗ～ 週間気象予測
「寒気が強まる予測」

●情報連絡本部の開設可能性事前連絡

－７２ｈ 大雪に関する気象情報
※72時間先予測で長岡･柏崎地区
において閾値(5cm/h×2h若しく
は10cm/h)を超える予測

●情報連絡本部の開設(WEB会議)
・情報共有と今後の体制の確認
・関係機関の体制確認
・｢出控え｣広報強化(各機関)
(防災無線･ﾒｰﾙ,HP,SNSなど)

○予防的通行止め体制準備開始
○｢大雪注意喚起｣｢出控え｣広報開始
(HP,SNS,道路情報板)

○建設業協会、建設コンサルタンツ協会及び受注者等へ
の通行規制（調査）要員の確保調整

－４８ｈ 大雪に関する気象情報 ●情報連絡会議(WEB会議)
・情報共有と今後の体制の確認
・｢出控え｣広報継続(各機関)

○予防的通行止め体制準備
○｢大雪注意喚起｣｢出控え｣広報継続
(HP,SNS,道路情報板)

－２４ｈ 大雪に関する気象情報
※概ねの地域、予想降雪量

※降雪の始まり

●情報連絡会議(WEB会議)
・予防的通行止め区間(高速･国道)の調整
・集中除雪、相互支援箇所の確認
・通行止めの可能性が高い区間の公表
・広域迂回、出控え広報(各機関)

○予防的通行止め可能性区間公表
○｢大雪注意喚起｣｢出控え｣｢広域迂回｣の広報強化
(HP,SNS,道路情報板)

－１２ｈ
～－６ｈ

大雪警報発令 ●情報連絡会議(WEB会議)
・気象情報の共有(予測等)
・降雪実績(テレメータデータ)の共有
(以降定期的に共有)

・各道路管理者の体制の共有

○除雪体制強化
○降積雪状況、路面状況監視強化
○｢大雪注意喚起｣｢出控え｣｢広域迂回｣の広報継続
(HP,SNS)

○道路情報板｢大雪警報発令中｣｢不要不急の出控え｣表示

－３ｈ 予防的
通行止め
準備

●情報連絡会議(WEB会議)
・予防的通行止め開始時刻の確認
・予防的通行止め予告広報
(防災無線･ﾒｰﾙ,HP,SNSなど)

○道路情報板｢通行止め予告｣表示
○記者発表｢予防的通行止め予告｣
｢大型車チェーン携行｣（－1hまでに）

○予防的通行止め規制準備完了
○集中除雪準備完了
○建設業協会、建設コンサルタンツ協会及び受注者等へ
の通行規制（調査）要員の派遣準備完了

０ｈ 予防的
通行止め
開始

●情報連絡会議(WEB会議)
・予防的通行規制開始
(高速･国道同時通行止め)

・予防的通行止め広報開始
(防災無線･ﾒｰﾙ,HP,SNSなど)

・実施状況の共有
・支援、解除等の調整

○予防的通行止め規制開始
○集中除雪開始
○道路情報板「通行止め」表示
○記者発表「予防的通行止め」

※長岡・柏崎地区において
閾値超過の予測

※長岡・柏崎地区において
閾値超過を観測

5cm/h×2h若しくは10cm/h観測した場合
１０

２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応（行動計画の見直し）

図：今冬に向けた道路交通確保に関する取組状況についての記者発表資料「【ソフト対策】行動計画の見直し」抜粋
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米山台
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天神町

新赤坂交差点

剣野

：CCTV（既設）
：CCTV（増設）

鯨波

若宮

米山大橋

青海川

笠島上輪新田

上輪橋
胞姫橋

米山TN

米山登坂

米山駅入口
米山町

新赤坂除雪ST

長浜交差点
柳橋町交差点

令和４年１２月の大雪を踏まえた対応 対応状況

①
場所：国道8号 95kp付近～100kp付近 米山台～青海川付近

対策：取水が難しい区間であるが、消融雪施設を検討・設置
・ボーリング調査の結果、消雪パイプ地下水の取水が不可判定のため融雪施設を検討

・米山台に遠赤外線融雪＋カーボン発熱シート融雪を試験導入

②
場所：国道8号 97kp付近 鯨波付近
対策：CCTVカメラを増設し監視体制強化。本線の路面状況及び滞留状況を早期に確認

・国道8号 97.08ｋｐ（上）にCCTVカメラ設置（令和5年11月中 設置完了予定）

③
場所：国道8号 105kp 胞姫橋～上輪橋付近

対策：海岸部の大雪予測時は、事前に新赤坂除雪ＳＴに除雪機械（ﾛｰﾀﾘ除雪車、除雪ﾄﾞｰｻﾞ）を配置し、橋梁とその前後を集中除雪
・ロータリ除雪車・除雪ドーザ等を事前配置するための体制確保

④
場所：国道252号
対策：日吉町交差点にＣＣＴＶカメラを増設し監視体制強化。R252の除雪状況を確認し、必要に応じて相互除雪を実施

・国道8号 91.8ｋｐ柏崎維持出張所鉄塔にCCTVカメラ設置（令和5年10月 設置完了）

⑤
場所：国道8号 柏崎BP 92kp 柏崎高架橋

対策：消雪パイプを検討・設置
・柏崎高架橋（下）に消雪パイプを設置（令和5年12月中 設置完了予定）

⑥-1
◆ 迅速な予防的通行止めの実施体制確保
場所：国道8号、国道116号の通行止め実施箇所
対策：通行止め実施箇所における規制要員の待機・休憩施設の設置（仮設）

・R8天神町交差点、米山海岸PA、R116五分一待避所に規制要員待機施設を設置※（令和5年11月中 設置完了予定）
※仮設プレハブ2棟、仮設トイレ、電源（発動発電機等）

⑥-2
◆ 早期通行止め解除に向けた対策
場所：国道8号、国道116号の既設駐車帯
対策：除雪支障車両の待避スペース、本線Ｕターン可能箇所、迅速な除雪作業に向けた体制強化

・既存の駐車帯を降雪前に除雪し、待避スペースを確保するための体制確保

①カーボン発熱シート融雪装置
①遠赤外線融雪装置

②CCTVカメラ増設

④CCTVカメラ増設①融雪施設検討・設置

⑤消雪パイプ新設
延長約240m

⇒調査の結果、地下水の取水不可
現在、地下水に依らない融雪施設を検討

⇒11月中に設置完了

⇒事前配置に向けた
除雪体制の確保完了

⇒10月設置完了

⇒12月中に設置完了

⇒12月中に設置完了

【対応⑤：除雪効率化】
Ｒ８柏崎高架橋（下）に消雪パイプ設置

：消雪範囲

至 上越市

至 長岡市

令和4年12月19日 17時頃
Ｒ８柏崎高架橋（下） 積雪状況

カーボン発熱シート

ｶｰﾎﾞﾝ発熱ｼｰﾄ融雪装置（施工イメージ）

至 長岡市

至 上越市

遠赤外線融雪装置（施工イメージ）

●Ｒ８米山台 融雪装置の試験導入

至 上越市

③除雪機械の事前配置

１１

２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応（ハード対策 柏崎地域）

図：今冬に向けた道路交通確保に関する取組状況についての記者発表資料「【ハード対策】令和４年１２月の大雪を踏まえた今冬の主な対応（柏崎地区）」抜粋



令和４年１２月の大雪を踏まえた対応 対応状況

①
場所：国道8号 56kp 福島交差点付近
対策：CCTVｶﾒﾗを増設し監視体制強化し、滞留・路面状況を早期確認・共有。

従道路管理者への除雪要請、自治体を通じた出控え広報の実施
・国道8号 56.02kp（下）にCCTVカメラ設置（令和5年11月中 設置完了予定）

②
場所：国道17号 282kp 長倉IC付近
対策：CCTVｶﾒﾗを増設し監視体制強化し、滞留・路面状況を早期確認・共有。

従道路管理者への除雪要請、自治体を通じた出控え広報の実施

・国道17号 281.89ｋｐ（下）にCCTVカメラ設置（令和5年11月中 設置完了予定）

③
場所：国道17号 280kp 高畑南交差点付近
対策：本線に消雪パイプを設置 ⇒ 立ち往生発生を予防（従道路とも除雪連携）

・高畑南交差点前後の上り勾配車線に消雪パイプを設置（令和5年12月中 設置完了予定）

④
場所：国道17号 273kp 六日市町付近
対策：ＣＣＴＶカメラを増設し監視体制強化 ⇒ 本線の路面状況、滞留状況を早期に確認

・国道17号 272.89ｋｐ（下）にCCTVカメラ設置（令和5年11月中 設置完了予定）

⑤
場所：国道17号 271kp 越の大橋付近 （隣接工区応援除雪を効率化）
対策：両工区で重複して除雪（堀之内工区が除雪区間を長岡側に延伸）。

堀之内工区の除雪梯団用の回転場を設置（植栽帯撤去による除雪待避スペース設置）

・妙見南交差点に側道を活用した除雪車回転場を確保（令和5年11月中 設置完了予定）

・重複除雪を徹底すべく、除雪作業受注者と除雪方法、実施タイミングを調整

⑥
◆ 長岡工区梯団除雪の分離 （従前からのオペレーション再徹底）
対策：降雪状況等に応じて梯団を2班に分離し、必要な走行車線（上下線）を早期に確保

・除雪作業受注者と梯団2班体制の除雪方法を再確認

⑦-1
◆ 迅速な予防的通行止めの実施体制確保
場所：国道8号、国道17号の通行止め実施箇所
対策：通行止め実施箇所における規制要員の待機・休憩施設の設置（仮設）

・R8:坂井北交差点、川崎ＩＣ、宮本除雪ST、R17:湯沢除雪ST、堀之内除雪ST、木津除雪回転場に
規制要員待機施設を設置※（令和5年11月中 設置完了予定）
※仮設プレハブ2棟、仮設トイレ、電源（発動発電機等）

⑦-2
◆ 早期通行止め解除に向けた対策
場所：国道8号、国道17号
対策：除雪支障車両の待避スペース、本線Ｕターン可能箇所、迅速な除雪作業に向けた体制強化

・R8福島交差点、R17青木町（町田（交）～横枕（交））、下条町（豊詰（交）～片田ＩＣ）に待避スペース設置
（令和5年11月中 設置完了予定）
・R8:中之島見附ＩＣ、福島交差点（既設）、R17:青木町（町田（交）～横枕（交））、下条町（豊詰（交）～片田ＩＣ）に本線Ｕターン
可能箇所として中央分離帯開口部を設置 （令和5年11月中 設置完了予定）
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高梨
片田

中沢

川崎南
川崎

愛宕東

愛宕

亀貝

新組跨線橋

池之島

新組南

大口

灰島新田

中之島見附IC

：CCTV（既設）
：CCTV（増設）

見附大橋
坂井

今町8今町5今町

上新田北

⇒11月中に設置完了

⇒11月中に設置完了

⇒11月中に設置完了

⇒12月中に設置完了

⇒11月中に設置完了

⇒11月中に設置完了

⇒11月中に設置完了

⇒11月中に設置完了

井戸掘削機械

至 小千谷市

至 見附市

【対応③：立ち往生発生を予防】
R17高畠南交差点前後の上り勾配車線に消雪パイプを設置

：消雪範囲

【対応⑦ ：早期通行止め解除に向けた対策】
中央分離帯開口部を設置（R17青木町）

至 見附市

至 小千谷市

令和4年12月19日 20時頃
R17高畑南交差点付近 車両滞留状況

至 見附市

至 小千谷市

⑦中央分離帯開口部設置
※開口部の上下線に待避ｽﾍﾟｰｽ設置

②CCTVカメラ増設

③消雪パイプ新設
延長約260m④CCTVカメラ増設

⑤除雪車回転場確保

⑦下り駐車帯を拡張

①CCTVカメラ増設
⑦中央分離帯

開口部設置

１２

２．令和4年12月長岡・柏崎地域の大雪対応（ハード対策 長岡地域）

図：今冬に向けた道路交通確保に関する取組状況についての記者発表資料「【ハード対策】令和４年１２月の大雪を踏まえた今冬の主な対応（長岡地区）」抜粋



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み

図：大雪時の道路交通確保対策中間とりまとめ 概要（令和3年2月） 冬期道路交通確保対策検討委員会 １３



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（広報）

早期の雪道への備え

早期の冬用タイヤへの交換呼びかけ

大規模車両滞留の発生タイミングの周知

１４図：冬期啓発ポスター



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（広報）

出控え要請

大雪時の「出控え」など協力要請

雪道のもしもの備えを呼びかけ

１５図：冬期啓発ポスター



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（広報）

出控え要請

緊急発表や共同会見 によるメディアを
通じた「大雪リスク」広報

出控えや広域迂回の呼びかけ

＜令和4年度＞

令和4年12月22日： 緊急発表に伴う共同会見

令和4年12月28日： 年末年始の気象に関する共同会見

令和5年 1月20日： 緊急発表に伴う共同会見

１６

写：R4.12.28共同会見

（※）

※新潟地方気象台、国土交通省 北陸地方整備局、北陸信越運輸局
東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（広報）

出控え要請

緊急発表や通行止めの可能性などの発表
を行う場合は、運輸事業者団体や荷主団
体へ記者発表と同時に情報提供

１７

写：R5.1.24大雪の影響による通行止めの可能性のある区間について

写：R５.1.20 緊急発表共同会見



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（広報）

リアルタイムな情報発信

SNSによる道路状況のリアルタイム発信

気
象
の
急
変

定
時
配
信

路
面
状
況
悪
化

立
ち
往
生
発
生

大
雪
警
報
等

通
行
規
制

１８図：ＳＮＳによる情報発信



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（ソフト対策）

チェーン装着指導

降雪や路面状況等から登坂不能車両に
よる立ち往生車両の発生や車両滞留が
想定された場合、速やかなチェーン装
着指導を実施

１９

写：チェーン装着指導状況（江口道路ＳＴ）

写：チェーン装着指導状況（神立除雪ＳＴ）



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み(ハード・ソフト対策）

予防的通行規制区間

道路構造等に起因して立往生が発生しや
すい区間を指定し、大雪時は通行止めに
よる集中除雪を実施し、大規模な車両滞
留を防止

繰り返し広報を行うことにより、タイヤ
チェーンの早期装着などドライバーへの
注意喚起を実施

路 線 名 №
延 長

（km）
区 間 名 路 線 名 №

延 長
（km）

区 間 名

国道7号 ① 15.3 村上市大須戸～村上市上大鳥
国道8号

⑬ 2.0 
八幡IC～東山IC
（小松市八幡～小松市東山町）

日本海沿岸
東北自動車道

② 21.0 荒川胎内IC～朝日まほろばIC ⑭ 3.4 加賀市熊坂町～加賀市熊坂町(福井県境)

国道8号

③ 10.2 見附市坂井町～長岡市福島町
国道17号

⑮ 9.0 魚沼市下島～小千谷市木津

④ 16.2 長岡市宮本～柏崎市曽地 ⑯ 32.5 湯沢町三国～南魚沼市関

⑤ 14.5 柏崎市米山台～柏崎市米山 国道18号 ⑰ 19.8 妙高市関川～妙高市猪野山

⑥ 11.1 上越市柿崎～上越市大潟 国道4１号 ⑱ 4.5 富山市猪谷～富山市庵谷

⑦ 20.7 上越市下源入～糸魚川市能生 国道4９号 ⑲ 8.7 阿賀町鳥井～阿賀町野村

⑧ 7.4 糸魚川市外波～糸魚川市市振 国道160号 ⑳ 13.9 七尾市大田町～七尾市大泊町

⑨ 9.3 朝日町境～朝日町月山 国道470号 ㉑ 30.1 氷見市脇～高岡市池田

⑩ 1.0 魚津市友道～魚津市住吉 国道８号 ㉒ 9.9 柏崎市曽地～柏崎市米山台

⑪ 9.7 高岡市福岡町～津幡町九折 国道8・17号 ㉓ 23.2 長岡市福島町～小千谷市木津

⑫ 8.8 津幡町九折～津幡町舟橋

２０
図：予防的通行規制区間一覧



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（ハード・ソフト対策）

広域通行規制

広範囲で大雪が予想される場合は、躊
躇なく高速道路及び並行する国道を広
域で通行規制し、強降雪地域への流入
車両を抑制し、除雪効率を向上させる
ことにより、立ち往生車両等の交通障
害の発生を防止

２１

図：広域通行規制事例（R5.1.28）

見附市坂井
（坂井北交差点）富山県境

（道の駅市振の関）

長岡市寺泊
（五分一駐車場）

魚沼市下島
（堀之内除雪ステーション）

新潟県

新潟市

三条市
燕市

長岡市

魚沼市

南魚沼市

湯沢町

小千谷市

柏崎市

上越市

妙高市

至 高崎市

至 長野市

糸魚川市

富山県
上越市中郷区江口地先
（江口道路ステーション）

凡例

直轄国道

通行止め実施区間（直轄国道）

Uターン場所

通行止め

高速道路

通行止め実施区間（高速道路）

日 時：令和５年１月28日（土）19:00～29日（日）6:00
規制時間：約１１時間
延 長：国 道 延べ２４２km

高速道路 延べ２５０km



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（ハード対策）

チェーン着脱場・待機所

予防的通行規制区間や急勾配区間前後
にチェーン着脱場や待機所を整備

２２写：道の駅あらい（屋根付き駐車施設） 写：道の駅あらい（屋根付き駐車施設）

写：道の駅あらい



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（ハード対策）

集中除雪

大雪時は通常の除雪体制を変更し車道
部の走行性確保を重視した集中除雪を
実施

強い降雪が継続する場合は、通行止め
による集中除雪を実施し、除雪効率の
向上を図り、走行性改善後、速やかに
通行規制を解除

２３

E8

長岡IC

長岡北SIC

長岡南越路SIC

長岡JCT

E17

：長岡工区

西神田

川崎IC

三仏生回転場

梯団①（例）
除雪トラック×1
除雪グレーダ―×2

梯団②（例）
除雪トラック×3 
除雪ドーザ×1

通常
除雪

強化時
［梯団を2班に分離］

長岡除雪ST

除雪トラック×4
除雪グレーダー×2
除雪ドーザ×1

※イメージ図

至 新潟

至 高崎

片田IC

梯
団
を
分
割

図：集中除雪体制事例



高速道路と直轄国道の
相互除雪

高速道路と並行国道の同時通行止めに
よる集中除雪に加え、必要に応じて相
互の除雪支援を実施することにより交
通の早期安定化を実施

２４

３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（ハード対策）

図：相互除雪イメージ

写：NEXCOとの除雪相互支援訓練状況



３．冬期道路交通確保に向けた取り組み（ハード・ソフト対策）

乗員保護活動

地方整備局を中心に関係自治体・団体
と協力し、大規模な車両滞留が発生し
た場合は、安否確認や食料配布、宿泊
地への移送等の乗員保護活動を実施

２５
写：乗員保護活動状況



２６

全国雪みち情報はこちらから→「おしえて！雪ナビ」
URL  https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/yukinavi/

新潟県の道路情報はこちらから→「X（旧ツイッター）」

富山県の道路情報はこちらから→「X（旧ツイッター）」

石川県の道路情報はこちらから→「X（旧ツイッター）」

道路の異状を発見したら・・ 「道路緊急ダイヤル」へ→＃９９１０



高速道路における異常降雪事例とその対応

2023年12月8日
NEXCO東日本 新潟支社
NEXCO中日本 金沢支社
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1 R4シーズンの降雪状況 P.2

2 北陸地方における豪雪事例 P.5

3 <振り返り> 令和４年度の取り組みについて P.19

4 令和５年度の重点取り組み P.29
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１ R4シーズンの降雪状況

2



3

■1シーズンの雪氷作業延長

■通行止め量

※累計通行止め量の対象事象
事故・故障・路面積雪・降雪視界不良・地吹
雪・路面凍結・一般道アクセス不良

■事故発生件数

※NEXCO東日本調べ

※延長については凍結防止剤散布及び除雪の作業延長合計値

1シーズンでの作業延長は
地球約14周分に相当

554件
令和2年度 629件
令和3年度 724件
令和4年度 580件

令和元年度
事故発生件数

雪氷作業延長
令和元年度 約26万㎞
令和2年度 約60万㎞
令和3年度 約68万㎞
令和4年度 約57万㎞

■支社管内平均降雪量

令和3年度 約0.6万㎞・時間

令和4年度 約3万㎞・時間

累計通行止め量

令和元年度 約0.1万㎞・時間

令和2年度 約6万㎞・時間

〇管内平均降雪量は364cmで、過去5年平均と比較して約1割減少（-30cm）
〇通行止め量は約3万km・時間で、過去5年平均と比較して約9割増加（+1.4万km・時間）
〇事故発生件数は580件で、過去5年平均と比較して約2割減少（-163件）
〇雪氷作業延長は約57万kmで、過去5年平均と比較して約1割減少（-4万km）
※NEXCO東日本調べ

1-1 R4シーズンの新潟支社管内気象状況等 ※期間 各年11月10日～4月15日
（R4年度は3月31日までの集計）



4

1-2 R4シーズンの新潟支社管内累計降雪量グラフ

初冬寒波

①北陸道 中之島見附IC 累計317cm

②関越道 長岡IC 累計394cm

976cm

744cm

1152cm

613cm

1109cm

387cm

788cm

932cm

331cm
394cm

293cm

291cm

317cm386cm

過去5年平均 R3 R4凡例

R4は初冬期(12月)に降雪量急増

R4は初冬期(12月)に降雪量急増

〇道路別代表4地点の累計降雪量は、過去5年平均よりも少ない
〇一方で、平野部（北陸道中之島見附IC等）における初冬期（12月）の降雪量は、過去5年平均より多く、集中的な降雪状況

③上信越道 妙高高原IC 累計788cm

④磐越道 津川IC 累計387cm

⑤関越道 土樽PA 累計744cm

475cm

※期間 各年11月10日～4月15日
（R4年度は3月31日までの集計）



5

２ 北陸地方における豪雪事例



6

① 湯沢管内大規模車両滞留事案 ⇒ 2020.12.16~19

2-1 北陸地方における豪雪事例（新潟県） ①
~ 令和2年度の豪雪（関越大規模滞留・北陸長期通行止）~

・アメダス湯沢の24時間 (113cm)及び48時間(144cm)降雪が過去最高を更新
・関越道塩沢石打IC～小出IC㊤で約1750台、湯沢IC～月夜野IC㊦で約350台の計約2100台が2日間に渡る
大規模な車両滞留が発生

・自衛隊も要請し最終車両排除は12/18 22:15⇒通行止解除は12/19 21:30

・冬型気圧とJPCZ(日本海寒帯気団収束帯)に見舞われ、上越高田ICの72時間降雪量(187cm)が過去最高を大幅に更新
・立往生は通行止め端末ICとなった上越ICと柿崎ICの出口から本線までの約100台、約3時間で解消
・本線通行止最長時間が上信越道の上越JCT～上越高田ICの約5日間

(1/8 15:55～1/13 23:45の127時間50分)

② 上越管内長時間通行止事案 ⇒ 2020.1.7~13



7

2-1 北陸地方における豪雪事例（新潟県）②
~ 令和2年度の豪雪（関越大規模滞留・北陸長期通行止）時の気象概況 ~

気象概況
令和2年12月15日から17日にかけて、最も強い寒気が南下し、冬型の気圧配置が強まった。
新潟県中越地方山間部や、群馬県北部を中心にまとまった降雪となり、湯沢町では24時間降雪量、
48時間降雪量が観測史上1位を記録する大雪となった。

アメダス湯沢における24時間降雪量（cm）の歴代記録



8

2-1 北陸地方における豪雪事例（新潟県）③
~ 令和2年度の豪雪（関越大規模滞留・北陸長期通行止）現場状況写真 ~

12/17夜間 現場状況写真



9

12/18朝方 現場状況写真

2-1 北陸地方における豪雪事例（新潟県）④
~ 令和2年度の豪雪（関越大規模滞留・北陸長期通行止）現場状況写真 ~



10

時間最大降雪量の9.3ｃｍを観測し、累計積雪量179.3ｃｍを記録
東海北陸道 福光IC～小矢部砺波JCT㊤で約200台の大規模な車両滞留が発生
自衛隊への派遣を要請し、最終車両排除は1/11 0:20 ⇒ 通行止解除は1/11 21:00

2-2 北陸地方における豪雪事例（富山県）
~ 令和2年度の豪雪（東海北陸道での滞留・通行止め）~

「東海北陸道大規模車両滞留事案」 ⇒ 2021.1.9~11
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2-3 北陸地方における豪雪事例（福井県）
~ 令和2年度の豪雪（北陸自動車道での滞留・通行止め）~

時間最大降雪量の5ｃｍを観測し、累計積雪量131.5ｃｍを記録
大型車の事故を発端に、北陸自動車道 武生IC~金津ICで約1,600台の大規模な車両滞留が発生
自衛隊への派遣を要請し、最終車両排除は1/11 22:57 ⇒ 通行止解除は1/12 6:00

「北陸自動車道 車両滞留事案」 ⇒ 2021.1.9~12



12

乗員の人命を最優先に、大規模な車両滞留を徹底的に回避する対策を
実施する。

県内冬期道路ネットワークの確保に向け、国や県等との相互連携を図り、
保有する除雪体制がしっかり発揮できるように準備するとともに、
5つの力(対応力・情報力・予防力・予測力・基盤力)を強化することで、
高速道路の通行確保に集中的に取り組む。

R2年度関越道大規模車両滞留などを踏まえ、国の「大雪時の道路交通確保対策中間とりまとめ」の改訂(R3.3)や、
北陸地方整備局・北陸信越運輸局・新潟県及びNEXCO東日本の「関越道集中降雪による対応検討会中間とりまとめ」の提言(R3.3)に基づく
方針として定めたもの。

2-4 関越道 集中降雪対応検討会

R3年度からの大雪時の対応方針



■コーポレートサイトお知らせ ■Twitter（現X）公式アカウント

（ツイート回数86回）

■マスコミへの情報提供

■テレビＣＭ

緊急性の高い
寒波襲来時に実施
12月（中旬・下旬）
２月(中旬)

通常時O.A.版 緊急時用差替O.A.版 (12/27実施)

■ラジオＣＭ
収録済み素材への差し替えや生読みによる対応を実施(12/17～12/18、12/24～12/27）

13

2-5 令和3年度における具体的対応策 ①

事前情報・リアルタイム情報提供の強化
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R3冬季から新潟支社で導入 R４以降、東日本版として拡大

2-5 令和3年度における具体的対応策 ②

LINE公式アカウントによる冬道情報の提供



寒波 寒波

R3冬季の状況（新潟支社で実施した例）

・広報媒体別の配信数及び登録者数の推移
降雪予報及び降雪量が多かった事象時に
友だち登録数やimp数が増加。

県内全域
降雪予報

15

2-5 令和3年度における具体的対応策 ③

LINE + Twitter（現 X）の推移

LINEお友達数推移
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2-5 令和3年度における具体的対応策 ④

本線監視用Webカメラの増設

定点カメラ画像撮影システム
通行止め時に端末となるICのランプ部やCCTV等の未設置個所に設置
R2：50箇所程度緊急設置
R3～４で100台程度追加設置
⇒ R5は、32箇所設置済

CCTV 96
WEBカメラ 186

合計 282

カメラ一覧（台数）
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〇令和3年12月27日（月）23時頃、E17関越道六日町IC~小出IC間㊦の195.7KP付近で、大型車（走行3台、追越2台）が走行不能となり、
車線が閉塞された。

〇その影響で、関越道六日町IC~小出IC間㊤㊦が約6時間にわたり通行止めとなった。なお、現場付近を先頭にした車線閉塞後の車両滞留台数は
106台となり、滞留解消まで約3時間を要した。

2-5 令和3年度における具体的対応策 ⑤

時刻 内 容

22:44

23:00
０:24
0:40
1:20
1:50
2:04
5:25

関越道下り195.7KP トレーラー①、②の
停止を確認
㊤㊦六日町IC～小出IC間通行止め
TS現着
TSによりトレーラー②排除完了
車限隊による滞留車計測完了⇒106台
災対法による区間指定
滞留車排除完了
通行止め解除

■12月27日 時系列

■降雪状況(土樽PA付近)
降り始めからの累計降雪量 46.5cm
直近3時間の時間降雪量

20時台 4.2cm
21時台 5.2cm
22時台 4.5cm

路面状況 積雪路面

上
り
勾
配
0.
7
%

中央
分離帯

①

④
①⇒TS牽引で離脱
②⇒TS牽引で離脱
③⇒チェーン装着後自走離脱
④⇒チェーン装着後自走離脱

今回の対応のポイント

〇スタック確認後15分で巡回班がスタック発生箇所に現着、
チェーン装着等の対応を実施

〇スタック確認後30分で物理的閉鎖完了
〇TS２台を逆走にてスタック発生個所へ向かうよう速やかに

警察協議を実施

③

100ｍ程度
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2-6 令和3年度における滞留事例

〇2022.1.4(火)15時頃、E17関越道 湯沢IC～土樽PA間㊤の160.7KP付近でトレーラー4台が順次走行不能となり車線が閉塞された。

〇その影響で、関越道六日町IC～水上IC㊤、六日町IC～月夜野IC㊦が約4～5時間に渡り通行止めとなった。
なお、現場付近を先頭にした車線閉塞後の車両滞留台数は464台となり、滞留解消まで約2時間を要した。

〇また、国道17号は迂回車両により各所で渋滞が発生し、群馬側の猿ヶ京スノーステーションでは交通集中を防止するための通行止めが
実施されるなど、仕事始めの道路利用者に大きな影響が生じた。

時刻 内 容

15時頃

15:10
16時頃
16:30

18:08
20:30

㊤160.7KPでトレーラー①が脱輪停止
トレーラー②、③も断続的に走行不能
㊤湯沢IC～水上IC間通行止め
トレーラー④が走行不能、車線閉塞
予防的広域通行止め
㊤六日町IC～湯沢IC通行止め
㊦六日町IC～月夜野IC通行止め
滞留車解消
通行止め解除

■1月4日 時系列

■降雪状況(土樽PA付近)
降り始めからの累計降雪量 15.2cm
直近3時間の時間降雪量

12時台 3.2cm
13時台 1.7cm
14時台 2.4cm

路面状況 積雪路面

滞留台数 464台
滞留延長 約4km
解消時間 約3時間

上
り
勾
配
3.
8
5
%

中央
分離帯

写真を挿入

① ④

②

③
①⇒レッカー牽引で離脱
②⇒自力走行で離脱
③⇒レッカー牽引で離脱
④⇒自ら現場でチェーン装着後離脱

熊谷N

新潟N

熊谷N品川N

車両間を
すり抜け

走行不能となったトレーラーの特徴
〇全てのトレーラーのヘッド部は一軸駆動のロングタイプ
〇駆動輪には冬タイヤを装着していたが、チェーンは装着していない
〇現場でのチェーン装着作業(ドライバーが取付け)に時間を要した
〇③車は片輪分しかチェーンを持っておらず、当社の緊急脱出用の

チェーンで試みるも、空荷のためタイヤ空転し移動困難
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3 <振り返り> 令和４年度の取り組みについて
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3-1 滞留車両を発生させないために実施したこと ①
~ 国道と高速道路の同時通行止めの実施 ~

〇幹線道路上での大規模な車両滞留を回避するために、天候・道路状況・事故の発生状況等を踏まえ、
国土交通省北陸地方整備局等の関係機関と緊密に連携した上で、高速道路と直轄国道の同時通行止めを実施しました

同時通行止めに関する広報実施例 同時通行止めに伴うＵターン処理の様子
（1月24日西山IC）
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3-1 滞留車両を発生させないために実施したこと ②
~ 情報提供、出控え広報の強化 ~

媒体
12/15～20
差し替え本数

12/21～25
差し替え本数

1/20～29
差し替え本数

テレビＣＭ（新潟県内の民放4局） ― 計29本 計52本

ラジオＣＭ

FM新潟 計9本 計6本 計14本

新潟放送 計6本 計6本 計12本

新潟県内 コミュニティFM 12局 3～4本×12局 5本×12局 10本×12局

インターネット広
告

バナー広告（YDA・GDN） 1,665,560回表示 2,033,074回表示 4,778,369回表示

動画広告（Youtube） 360,774回視聴 428,842回視聴 914,665回視聴

ＨＰ掲載・記者発表 全20報 全10報 全33報

Twitter 93ツイート 27ツイート 128ツイート

LINE 44投稿 26投稿 40投稿

注意喚起広報実施期間 注意喚起・出控え広報内容

12月11日～15日 「お出かけルート・日程の見直しをお願いします」

12月15日～12月20日 「不要不急の外出をお控えください」

12月21日～12月25日 「不要不急の外出をお控えください」

12月29日 「最新の気象予測、道路交通情報の確認をしてください」

1月1日～6日 「お出かけルート・日程の見直しをお願いします」

1月9日～10日 「最新の気象予測、道路交通情報の確認をしてください」

1月18日～29日 「不要不急の外出をお控えください」

2月13日～16日 「最新の気象予測、道路交通情報の確認をしてください」

2月18日～22日 「最新の気象予測、道路交通情報の確認をしてください」「安全運転を」

2月25日～28日 「最新の気象予測、道路交通情報の確認をしてください」「安全運転を」

■12月から2月にかけての注意喚起・出控え広報の実施状況】

■「不要不急の外出をお控えください」の広報実績

■業務休止状況

新潟支社総合受付新潟支社総合受付新潟支社総合受付

35.3%

3.6%

3.6%

2.9%

5.8%

9.3%

16.8%

40.2%

外出の変更はしなかった

その他

一般道を選択した

公共交通機関を選択した

外出の経路を変更した

外出の時間を変更した

外出の日程を変更した

外出をやめた

（複数回答, 新潟県内居住男女 n=1,296, インターネット調査）

〇R4年12月からR5年2月にかけ、降雪の強弱に合わせて計10期間の注意喚起・出控え広報を実施
〇R4年度は、テレビCM・ラジオCMの他にも、新たにインターネット広告を活用した情報提供・出控え呼びかけを実施
〇往来抑制のため、1月23日から26日まで、NEXCO東日本新潟支社の来客受付窓口や打ち合わせ等一部の業務を休止

6割が
行動変容あり
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3-1 滞留車両を発生させないために実施したこと ③
~ 情報提供、出控え広報の強化（例） ~

「新潟県内 24日～警報級の大雪 外出は
お控え下さい」

「県内大雪の予報 外出は控えて！」

▲高速道路情報板での出控え広報

▲Twitter（現 X）

▲HP掲載・記者発表

▲窓口休止

（20秒）
NEXCO 東日本からのお知らせです。
大雪による交通障害の恐れがあります。
不要不急の外出は控えてください。
最新の高速道路交通情報は、
NEXCO 東日本ホームページでご確認ください。
ネクスコ東日本

▲20秒ラジオCM

（20秒）
大雪予報時は、出控えを。
高速道路で大雪が予測されています。
雪によるトラブルを回避するため
ドラとらなどの情報を確認し、
ルートや日程の見直しをお願いします。
ネクスコ東日本

▲インターネット バナー広告

▲インターネット バナー広告
（20秒）

確認しよう、情報板。
雪の高速道路は油断禁物。
情報板の内容をよく確認してください。
道路情報は「ドラとら」で

事前にチェックをお願いします。
ネクスコ東日本

▲20秒ラジオCM

▲YouTube・テレビ広告

▲YouTube・テレビ広告

▲デジタルサイネージ

通常時の広告配信 差し替え・出控え広報の例
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1/24（火）～29（日）と前週の車種別交通量比較（路線毎）

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800

0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21

1.24-29 平均断面交通量
1.17-22（前週）平均断面交通量15時-19時50分

通行止めあり
約5割減少

1/25(水)2:30頃
新名神立ち往生発生

平
均

断
面
交

通
量
（
台
/
時
） （時）

1/24（火） 1/25（水） 1/26（木） 1/27（金） 1/28（土） 1/29（日）

19時-翌6時
通行止めあり

18時30分-21時10分
通行止めあり

北陸道における1/24（火）～29（日）と前週の交通量の推移及び車種別交通量比較

全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型
▲19% ▲23% ▲13% ▲49% ▲63% ▲30% ▲33% ▲44% ▲19% ▲14% ▲20% ▲4% ▲18% ▲23% ▲1% ▲21% ▲26% ▲3%

1/29（日）1/24（火） 1/25（水） 1/26（木） 1/27（金） 1/28（土）

全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型 全車 小型 大型
▲18% ▲30% +3% ▲20% ▲33% +1% ▲19% ▲20% ▲14% ▲10% ▲11% ▲6% ▲26% ▲33% ▲12%

関越道平均 上信越道平均 日東道平均 磐越道平均 北陸道平均

〇北陸道では、全車平均で3割程度の交通量が減少。
〇交通量減少が大きい道路は、1/25（水）の北陸道。前週と比較し、全車平均で5割程度の交通量が減少。
〇全体傾向として大型車よりも小型車の方が、交通量減少率は大きく、平均で1～3割程度減少。

一方、大型車では、平均で約１割程度の減少に留まり、路線によっては交通量が増加。

3-1 滞留車両を発生させないために実施したこと ④
~ 情報提供、出控え広報の強化（効果事例） ~



湯沢・上越の梯団一号車のフロントにウエアラブルカメラを設置して、
除雪状況や降雪状況の把握、また対向車線も含めた
事故・スタック・滞留車両等の早期発見や現地確認が可能となる。

ウエアラブルカメラ

24

＜除雪車積載カメラの導入＞

3-1 滞留車両を発生させないために実施したこと ⑤
~ 交通および路面状況監視の強化 ~



外側線を照射し積雪路面でも路肩を明示 排水路に落ちる車両が減少

中分デリニエータからの電源を利用し
LEDライトにより中分外側線の
位置を視認化

中分側の外側線が雪で見えなくなり
車両が排水路に落ちてしまう
⇒ 引き出しに時間を要する上、

二次災害や滞留の要因となる

25

3-1 滞留車両を発生させないために実施したこと ⑥
~ 事故防止対策の強化 ~

中分排水路落下対策



26

検証委員会資料より

〇JPCZ発生の影響により、長岡・柏崎周辺では、19日未明から強い降雪が連続発生
〇18日夕方から高速道路では同時多発的に発生した事故に伴い、広範囲・長時間におよぶ通行止めが発生
〇国道8号、17号でも立ち往生車が多発し、これらを契機として大規模な車両滞留に発展

3-2 初冬寒波による長岡・柏崎市内滞留事象 ①
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〇広域的な事故多発による通行止め（県警⇔NEXCOの協議による）

・確認事故件数：12:18 16:45時点（下図①）で29件

・主な事故原因：大半がハンドル操作不適当、事故調書上での走行速度は概ね70~80km/h程度

（12/18  6:30より柿崎~三条で50km/h規制）

〇通行止めが最大（下図②）となったのち、上越~米山（上）、柿崎~西山（上下）、小出~長岡（上下）、中之島見附～新潟西（上下）
を除雪、および事故処理完了により段階的に解除するも、強降雪や一般道出口渋滞に起因する高速道路上の渋滞により再度の通行止め実施、
一般道向け流出ランプの閉鎖等を継続

・中之島見附ICで新潟方面に向けたUターン処理実施（一般道側への交通影響回避のため）

・西山IC一般道交差点でNEXCO社員および県警による交通誘導実施（高速道路上の渋滞原因解消のため）
確認事故件数：12/18 20:20時点で42件（13件追加）

〇12/20の21:00（下図③）に中越地域、12/21の5:00に下越地域の通行止めをそれぞれ解除

〇通行止めの間、除雪車3台程度で構成される除雪梯団を12編成構成して、本線除雪作業等を繰り返し実施

3-2 初冬寒波による長岡・柏崎市内滞留事象 ②
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〇初冬寒波の結果、「直轄国道・高速道路同時通行止め」の方針を徹底

〇新潟県内では、初冬寒波以降の通行止めにおいて管理事務所⇔国道事務所間において

〇通行止め実施の都度協議し、必要に応じて同時通行止めを実施

⇒ R5.１.28 19:00～翌6:00に県内最大範囲で国道・高速道路同時通行止めを実施

3-2 初冬寒波による長岡・柏崎市内滞留事象 ③
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4 令和５年度の重点取り組み



4-1 交通事故発生状況
（直近5か年平均 NEXCO東日本 新潟支社管内）

30

◎冬季（12月～翌年3月末）は、冬季外と比べ、交通事故の発生が約2倍
◎特に12月から2月末までは、冬季外と比べ、多い傾向
◎事故は、車間距離を確保せずに、スピードの出しすぎや「急加速・急ハンドル・急ブレーキ」などの「急」の付く動作により発生します。

［冬季事故の様子］

※NEXCO東日本 新潟支社調べ



4-2 交通事故削減対策 R5年新規

ハード対策：赤色回転灯設置による速度抑制対策

設置箇所

・これまでの分析のとおり、速度抑制対策の実施が事故削減、重大事故抑制に直結し、結果的に事故による通行止めリスクや
緊急通行止め対応の業務負担も低減可能となる。

・分析結果をもとに、各事務所1箇所、赤色回転灯による速度抑制対策を適宜設置する。
・WG内で効果検証を並行して実施し、箇所の見直しを行う（時期により箇所を変更することが前提）。

31
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4-3 滞留車両を発生させないために ①

ノーマルタイヤ状況非雪国ナンバー（首都圏）

令和３年度実績（令和４年度はなし）:
普通車ノーマルタイヤにて登坂不能車及びスタック車両として確認された台数 ６台

ノーマルタイヤ車両への安全啓発
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4-3 滞留車両を発生させないために ②

レンタカー協会への啓発（R5年度は11月発出済） ドライバーへの啓発

冊子の発行

NEXCO

-CONTENTS-

■雪道に“習熟ドライバー”は存在しない

■高速道路網と最大積雪深図

■雪見には冬用タイヤを！チェーンの携行も忘れずに！

■ドライブ前の点検等チェック事項

■急がず、無理せず、ゆとりのドライブを

■ “過信”の影に“危険”が潜む

■除雪作業等へのご理解・ご協力をお願いします

■雪道の便りは、情報のキャッチから

■お出かけ前にチェック
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R5年継続・更新

LINEによる情報配信の強化

来月の工事の予定は

ここからここまでの
高速料金は？

目的地の天候を
チェックしたい

etc.

4-3 滞留車両を発生させないために ③

お得なプランを
検索したい
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定点カメラ画像撮影システム
通行止め時に端末となるICのランプ部やCCTV等の未設置個所に設置
R2：50箇所程度緊急設置
R3～４で100台程度追加設置
⇒ R5は、32箇所設置済

状況把握のため、本線監視カメラの設置

CCTV 96
WEBカメラ 186

合計 282

カメラ一覧（台数）

4-4 滞留車両が発生しても短時間で解決させる ① R5年冬季も継続・拡大



手摺用ロープ手摺用ロープ
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4-4 滞留車両が発生しても短時間で解決させる ② R5年継続・更新

5か所に設置
番号 代表KP 上下 IC間

1 162.3 下り 土樽 ～ 湯沢
2 170.3 上り 湯沢 ～ 塩沢石打
3 183.7 下り 塩沢石打 ～ 六日町
4 184.2 上り 塩沢石打 ～ 六日町
5 202.8 上り 大和S ～ 小出

仮設階段で冬設置⇒春撤去としていたが、今年度以降、雪踏み階段の設置へ移行

かんじき 手摺用ロープ

人力手作業による、雪の踏み固めと整形のみ
⇒ 約30分での設置が可能となる

コープ固定用アンカー

仮設避難階段の設置
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通行止め

インターチェンジ
流出

通行止め

出口へ流出

4-5 簡易な規制装置による通行止めの早期実施

通行止めのタイミングが遅れると大規模な車両滞留の発生につながるため、通行止め時の端末インター出口本線部に
遠隔操作できる簡易な規制装置を整備済み。インターチェンジ出口へのスムーズな流出が期待できる。

エアー遮断機による通行止めの早期実施
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4-6 通行止めなどの情報配信

富山県、石川県、福井県を中心に高速道路の情報を提供。
大雪が予想される場合は、3日前から出控えや通行止めの可能性がある区間と迂回案内などお知らせ。

大雪予測の際は、X（旧Twitter）及びLINEでの出控え広報や降雪・除雪作業状況をお知らせ



NEXCO東・中日本からのお知らせ
＜除雪作業へのご協力のお願い＞

高速道路上の除雪作業は、走行中のお客さまの安全を確保しながらの作業となることから、車線を一
時的にふさいだ状態で５０ｋｍ／ｈ以下の低速により実施しています。

天気の良い日でも路面状況の確認を目的とした作業の他、道路の凍結を防止するために凍結防止剤を
散布する作業を実施する場合があります。

これらの作業は、お客さまに安全に高速道路をご利用いただくための重要な作業です。走行中にこれ
らの作業に遭遇した場合は、作業車両との車間距離を十分に確保して、追い越しなどの危険な行為は
おやめください。
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

運輸防災マネジメントセミナー
令和５年度運輸安全マネジメント強化キャンペーン（下期）

国土交通省 大臣官房 運輸安全監理官室

【地方開催】運輸防災マネジメントセミナー用資料



自然災害（雪害）の状況と被害

自然災害（雪害）から得られる課題と対応ポイント

運輸防災マネジメントのポイント（取組事例を含む）

（１）経営トップの責務

（２）防災の基本方針

（３）リスク評価

（４）事前の「備え」

まとめ

2

１

2

C O N T E N T S

4

3



3

■平成30年2月の大雪に伴う滞留（福井等）
・福井市では、「昭和56年豪雪」以来の記録的な大雪とな
り、福井・石川県境付近では大規模な車両滞留も発生

＜被害状況＞（福井・石川県境）
最大滞留車両：約1,500台
車両滞留期間：2日と17時間

【国道8号（福井県）車両滞留の状況】

【関越自動車道（新潟県、群馬県等）
車両滞留の状況】

■令和2年12月の大雪に伴う滞留
関越自動車道（月夜野IC～小出IC間）

・大型車のスタックを契機に、長時間滞留が発生
・自衛隊や警察等の協力による物資配布、車両救出を実施。
＜被害状況＞（新潟県、群馬県等）
最大滞留車両：約2,100台
車両滞留期間：【新潟市方面】 約1日と9時間

【東京方面】 約2日と4時間

■令和3年1月の大雪に伴う滞留 北陸自動車道（福井IC～金津IC間）滞留約1,600台
国道8号（福井）渋滞長最大15km

■令和4年1月の大雪に伴う滞留 首都高速（東京都）車両滞留14時間 等
■令和5年1月の大雪に伴う滞留 鉄道車両の駅間停車 等

当該地域の生活や経済活動に多大な影響が発生！当該地域の生活や経済活動に多大な影響が発生！

自然災害（雪害）の現状と被害1



自然災害（雪害）から得られる課題と対応ポイント

4

１．自然災害（雪害）から得られる課題
近年、大規模な車両滞留が多数発生し、
安全・安定輸送に関わる課題が顕在化。
① 的確な気象情報・道路情報の把握
② 上記①を踏まえた、運行（航）計画（中止又は広域迂回）の策定
③ 雪に対する事前の備えの必要性

２．雪害への対応ポイント
① 降雪・積雪の予測はある程度可能。最新の気象予報・警報、道路交通情報を
もとに、積雪や視界不良による運行中の立ち往生等を防止するための
迅速な判断と対応が極めて重要。

② 雪崩、融雪による河川の増水に伴う二次災害にも十分な注意が必要。
③ 旅客・貨物輸送の一時運休・停止について、旅客・荷主等に前広に周知、
県・関係機関との連絡を密にして対応体制を構築、除雪後の輸送再開に備える
ことが重要。

④ トラック等の場合、突発的な大雪に備え、適切な冬用タイヤやチェーン、
車内への食料・飲料などの備えも大切。

2
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運輸防災マネジメントのポイント 一覧3

（１）経営トップの責務

（２）防災の基本方針

（３）リスク評価

（４）事前の「備え」

（５）代替性の確保

（６）平時と非常時の体制

（７）自然災害の態様に応じた対応

（８）楽観主義の排除（思い込み（バイアス）の排除）

（９）関係者との連携

（10）利用者への情報発信

（11）教育と訓練

（12）見直し・改善（他事例の学び）

4点に絞って説明
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１．トップダウン

① 経営トップの責務は、事故対応と同様に重要。特に自然災害による被災の

直前から直後の対応は、危機管理そのもの。トップダウンで対応する体制が必要。

② 災害発生時、経営トップはいち早く災害対策本部に参集し、自ら対策を指示。

２．経営判断

① 事前の備えや事業継続のため経営資源（予算と要員等）の配分、優先的に再

開する事業の事前策定等も求められるため、経営上重要な判断が必要。

② 例えば、鉄道の計画運休などのように一旦中止する経営判断が

必要となるケースもあることから、経営トップの対応が必要。

３．事業者全体での対応

「防災」も「安全」と同様、平時からマネジメント部門が経営課題として認識し

て、事業者全体が対応策を考え、実践することが重要。

運輸防災マネジメントのポイント3

① 防災の基本方針は、経営トップが決裁。

内容は、① 人命最優先（避難・救助・救護の原則） ➡ ② 事業継続

② すべての社員・職員にとって重要。

(1) 経営トップの責務

(2) 安全方針と防災の基本方針・



運輸防災マネジメントのポイント3

☛ リスクを正しく評価することが防災の第一歩

遭遇する懸念のある自然災害の種別と程度を把握、リスク評価を

行った上で、事前の備えから事後の対応までの対策を実施。

①自然災害の種別・
程度を把握

②被害の規模・
程度を見積もる

③事前の備えから事後
の対応まで対策を検討

④対策を実行

☛ 雪害に関しては、積雪・降雪予報、過去の積雪状況等により
ハザードを把握する必要有
☛ 雪害に関しては、積雪・降雪予報、過去の積雪状況等により
ハザードを把握する必要有

リスク評価の流れ

【雪害ハザードの具体的な把握方法】
気象庁 今後の雪（降雪短時間予想）1時間毎に推定した現在の
積雪の深さと降雪量の分布、及び6時間先までの予測
気象庁 過去の気象データ検索
重ねるハザードマップ（雪崩危険箇所、予防的通行規制区間）
道路・線路等サイト設置カメラからの情報 等

7

(3) リスク評価



運輸防災マネジメントのポイント

8

事故防止と同じく、平素からの取組がポイント。平時からの「備え」が不可欠。

3

①計画的装備
リスク評価による最大被害をもとに、事前準備のレベルと内容を

検討。防災品、燃料、食料の備蓄、避難施設の準備、

宿泊場所の確保、非常電源の配備等を計画的に実施。

②緊急連絡網
緊急連絡網の携帯電話等の電話番号リストは常時最新のものを入力。

複数の通信・連絡手段の確保。

③防災マニュアル
マニュアル整備は、社員・職員の役割確認、防災意識向上の意味で
有意義。「詳細化」ではなく、行動規範のような内容の方が実用的

防災を経営に必要な事業活動として一体化して考える。事業者全体

で自ら策定する過程を大切に。
④事業継続計画

「平時の準備」「直前の準備」「直後の応急」「復旧(事業継続)」
に分けて、自然災害対応のタイムラインを設定、
局面毎のリスク評価実施。

⑤タイムライン

留意すべき点

（4）事前の「備え」



②スタックした場合の脱
出のための備え
➡ スコップ、長靴、防寒
着、毛布、脱出マット、
懐中電灯等

③万が一の滞留のための
備え
➡ ②に加え、非常食、飲
料水、携帯トイレ、本社
との通信手段、ラジオ
等

①雪道への備え

➡ 冬用タイヤへの交換
➡ チェーン（チェーン規
制のため）の携行

➡ 冬用ワイパーへの交換
➡ こまめな給油
➡ 十分な車間距離の確保
➡ 時間にゆとりのある運
行計画

運輸防災マネジメントのポイント

9

3

留意すべき点 ➡ 雪の場合の計画的装備

事前の備えの内容については、マネジメントレビュー
や内部監査などにより、見直し・改善
事前の備えの内容については、マネジメントレビュー
や内部監査などにより、見直し・改善

（4）事前の「備え」
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適正な冬用タイヤの準備参考

令和 3年 1月 26 日より、バス・トラック運送事業者は、雪道において
適正な冬用タイヤを使用していることを確認することが義務付けられました。

１．整備管理者は、雪道を走行する自動車のタイヤについて、溝の深さがタイヤ製作
者の推奨する使用限度※よりもすり減っていないことを確認しなければなりません。

２．運行管理者は、雪道を走行する自動車について、点呼の際に上記事項が確認され
ていることを確認しなければなりません。

※国内メーカー等の冬用タイヤでは、使用限度の目安として、溝の深さが新品時の
50％まですり減った際にプラットホームが溝部分の表面に現れます。

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000264.html
出典：国土交通省自動車局
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出典：運輸防災マネジメント指針の解説

タイムライン（防災行動計画）とは、災害の発生を前提に、大規模水災害、雪害等

の発生予測時刻から逆算して、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め

想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「どのように」、「何をするか」に着目

して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画。

留意すべき点

① 台風・大雪等は、気象予報等から発生がある程度予測可能。

② 例えば、積雪予報に応じて、リスクの高い路線の一時運休、速度制限を行い

積雪量予報を踏まえ、計画運休又は、広域迂回経路による運行を実施等。

③ タイムラインの目安として大雪特別警報、大雪警報・注意報等の発表

に関する情報が活用可能。（例 早期注意情報、気象台からの発表など）

④ 一時運休、全面運休、計画運休は、地域の人流（旅客）・物流（荷主等）に

大きな影響を与えることから、国、地方公共団体、関係者との情報共有と連携、

利用者・荷主等への適時適切な情報提供が重要。

運輸防災マネジメントのポイント3
（4）事前の「備え」・タイムライン
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荷主等と連携したトラック事業者の防災について

気象予報等からある程度予測可能な大雪・台風等については、国から示された「異
常気象時における措置の目安」を基に、着荷主・発荷主等と連携を図りつつ、安全が
確保されるまでの間、運行を一時中断（計画運休）する等、予め協議・協定締結を行
うことをご検討ください。
なお、安全な輸送を行うことができないと判断したにもかかわらず、荷主等に輸送

を強要された場合、国土交通省にその旨を通報する手段が設けられています。

出典：国土交通省自動車局

参考



 取組◇

自動車モード（バス）＜新潟交通株式会社＞

取組事例 積雪時の安全な運行を維持するための取組（1/2）参考

①豪雪時の対応体制の構築
豪雪時の対応マニュアルを策定し、対応体制を以下のとおり構築

◆対策本部の設置基準：新潟地方気象台16時時点で発表する降雪予報（17時から翌
9時までの予想降雪量）において下越海岸部で最大20cmを超えた場合
◆対策本部の体制：
対策本部長：乗合バス部長（統括）、対策副本部長：運営センター販売課長（本部長
代理）、運営センター運行課長（運行判断・指示、除雪対応）

◆早朝の巡回体制の構築：
上記の対策本部設置基準が満たされる場合、以下の表に基づき巡回を実施し、路線

毎に運行・運休・迂回運行を判断。始発5:30までに利用者へTwitter、HP等で情報提
供→R2年度2班体制での運用状況を踏まえ、R3年度からは3班体制へ見直し・改善

出勤時間 担 当（2班体制➡3班体制） 役 割

一次
出勤者

4:00 責任者 運休・迂回運行の決定

コントローラー(責任者補助) 路線状況の集約・営業所への指示

巡回後
5:30

各路線毎の担当者 社用車で担当路線巡回、
運行可否判断後、本社出勤
運休・迂回の場合、停留所掲示作業

二次
出勤者

6:30 ・新潟駅周辺 ・新潟駅前の旅客案内・除雪

・バスセンター ・旅客案内 13



 取組 （続き）◇

 取組の効果◇
① 豪雪時の路線の優先順位を踏まえた、安全な運行の維持
② 利用者への適時・適切な運行情報の提供

自動車モード（バス）＜新潟交通株式会社＞

取組事例 積雪時の安全な運行を維持するための取組（2/2）参考

④豪雪時に優先される路線の明確化と利用者への情報提供

降雪期には道路管理者との連携により非常時運行体制を実施。豪雪時には、自治体の
除雪能力の限界を踏まえ、道幅が狭くなることから安全な運行ルートを確保するため
近接の幹線道路に迂回するなど、「必ず運行する路線」と「降雪状況によって、一部
迂回、運休区間が発生する路線」を区別し優先順位を付け運行を継続。利用者へHP、
Twitterを通して迅速・的確な運行情報を提供

②雪かき作業 ➡ 各営業所内敷地は、除雪車を配備し、除雪体制を構築。バス停付
近は担当部署以外を含め人海戦術による除雪。降車場所と乗車場所の2箇所を除雪
③冬タイヤの管理 ➡ 毎年、早め（11月中旬）に新品を購入し冬用タイヤへ履き替
え。雪シーズン後もそのまま交換せず履き潰して毎年同じ時期の交換により冬期には
常に良い状態のタイヤを維持

➡バス路線図
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１．経営トップの責務

(1) 大規模災害時は経営トップの判断が必要

①予測可能な雪害 一部運休 ➡ 全面運休 ➡ 一部再開 ➡ 全面再開の判断が必要

②雪害対応に対する経営資源（ヒト・モノ・カネ）の選択と集中

(2) 事前の備えなどへの投資

本日のまとめ

15

2．防災の基本方針

(1) 防災の基本方針は、経営トップが決裁

(2) 優先順位 ① 人命最優先（避難、救助、救護の原則） ➡ ② 事業継続

(3) 防災の基本方針の対象者 ➡ すべての社員・職員にとって重要

３．リスク評価

降雪・積雪の状況・予報等を活用して本社・営業所及び運行（航）エリアの雪害の可

能性を把握し、降雪・積雪による事業への影響度を想定

４．事前の「備え」

(1)上記３．の結果を踏まえ、雪シーズン前に、事前の「備え」を行い、

降雪・積雪情報の入手先を確認

(2)予測可能な雪害に対してはタイムラインを策定し、対応を実施

(3)荷主等との事前協議・協定締結等により安全最優先の運行の実施

重点推進事項重点推進事項

重点推進事項重点推進事項

4



国土交通省 大臣官房
運輸安全監理官室

ご清聴ありがとうございました。
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※ ア ン ケ ー ト は 、 以 下 の Q R コ ー ド よ り ア ク セ ス 可 能 で す 。
アンケートにご協力下さい。



ご参考情報

目的 大臣プロジェクト「総力戦で挑む防災・減災プロジェクト」の一環として、運輸事業者の自然災害対応力の向上のため、
令和2年7月6日に策定・公表された「運輸防災マネジメント指針」（以下「指針」という。）を詳細に分かりやすく解説する
ことで、更なる理解を促し、運輸事業者における運輸防災マネジメントの構築の一助とすることを目的としています。

① 防災指針の項毎に詳しく解説。左ページに防災指針、右ページに解説、見やすさに配慮したレイアウト。
2冊を見比べる必要なく、1冊で完結。

② 設定により冊子印刷が可能。 ※中綴じホッチキスが必要になります。

①指針を分かりやすく説明

②具体的な事例・例示の提示

③関係する参考情報の提供

運輸防災マネジメントのポイントとして指針において推奨される取組及びその留意す
べき点について分かりやすい詳細な説明を追加しています。
◆防災の基本方針 ◆自然災害リスク評価からその対応の一連の対応
◆計画的装備、緊急連絡網、防災マニュアル、タイムライン等の事前の備えの内容
◆代替性の確保（ハード面、ソフト面） ◆利用者／荷主への情報提供
◆関係者(自治体・国・事業者)との連携 ◆教育・訓練等

随所に、指針の参考情報を掲載。情報元のURLとQRコードを提供しています。

防災指針の中で推奨する種々の取組の具体的な事例、例示を関連箇所に提示して
います。

解説防災指針

運輸防災マネジメント指針の解説の策定について（令和3年2月22日）

運輸防災マネジメントに役立つ
情報PPT資料について

見どころ

特徴

取組事例のHP公開について

災害関連情報（ハザードマップ、気象情報等）、BCP策定等の支援（中小企業庁、
DBJ格付融資等）、再建支援、多言語支援（JNTO提供アプリ、コールセンター等）

33 件 （鉄道11件、自動車12件、海事7件、航空3件）令和5年11月現在

営業所高台移転、非常用発電機設置、予備燃料確保、各種訓練実施、荷主との事前協議等

国土交通省 運輸安全HPURL:https://www.mlit.go.jp/unyuanzen/documents.html

QR コード

QR コード

QR コード
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災害関連情報提供、BCP策定支援等情報入手先

災害関連情報
〇気象庁：各種気象データの提供
〇（一財）日本気象協会
：精緻な気象情報の提供

〇国土交通省
：川の防災情報

防災ポータル
重ねるハザードマップ
わがまちハザードマップ
DiMAPS
大規模氾濫減災協議会制度

BCP策定等の支援 再 建 支 援

〇中小企業庁：中小企業BCP策定運用指針
BCP策定・運用についての
専門家派遣
地域と企業の連携支援

〇内閣府防災：事業継続ガイドライン

〇金融機関等
：BCP作成支援

〇日本政策金融公庫等
：災害復旧貸付

〇各都道府県等の
信用保証協会

：セーフティネット保証４号
災害関係保証

〇最寄りの生活衛生同業組合
：生活衛生改善貸付

あいおいニッセイ同和損保
cmap（シーマップ）
リアルタイム被害予測

日本気象協会
暴風確率予測

〇日本政策投資銀行
：BCM格付融資

多言語対応支援

〇日本政府観光局
（JNTO）
：コールセンター
（050-3816-2787）
アプリ

（Safety Assistance）
WEB、SNS

〇地方自治体
：運輸事業者の防災力向上に向けた公的支援

参考



●気象警報・注意報・●土砂災害警戒情報
●大雨危険度 ●竜巻注意情報
●キキクル ・●熱中症警戒アラート
●雨雲の動き ・●今後の雪
●今後の雨
●気象情報
●台風情報
●指定河川洪水予報

等

災害関連情報の提供（気象庁）

海洋火山

地震・津波気象防災

〇気象庁にて、気象防災、地震・津波、火山、海洋等の様々な情報の提供が行われている。

●津波警報・予報
●地震情報
●推計震度分布図
●長周期地震動に関する観測情報
●南海トラフ地震関連情報

等

●噴火速報・警報・予報
●降灰予報
●火山ガス予報 等

●海上警報・予報
●海上分布予報
●波浪実況・予想図
●潮位観測情報
●波浪観測情報 等

※気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html）
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●GoStopシステム
全国の高速道路を対象に、気象による輸送影響リス
クを72時間前から、地図等によりひと目で確認できる
Webサービス。各路線のインターチェンジごとに、5つの
気象要素（雨、風、雪、吹雪、越波）を1時間ごと
に把握可能。

●気象観測・解析
地上での気象観測以外に、係留気球や光放射観測
、超音波風向風速計を用いて高層での気象観測や
風況観測などを実施

ｚ

災害関連情報の入手先 （一財）日本気象協会

豪雨・浸水・洪水・高潮対策 危機管理・防災

地震・津波対策

気象
リスク

マネジメント
に関する情報

を提供

その他

●雷監視・予測サービス
落雷・雲放電の観測データと最新予測技

術を活用し「落雷観測情報」
「雷ナウキャスト」「雷予測メッシュ」

を提供。雷雲の接近を事前に検知し、
外作業や発電設備の事前停止な
ど、迅速な初動対策を促す。

●気象モデルによる降雨予想システム
最大78時間先までの降水量を精度
良く予測。

●土砂災害予想システム
山岳域で広範囲に渡って存在する設備網や線状の
設備網（送電線網、パイプライン網、線路網、道路
網など）の土砂災害リスクの把握に有効。

●ダムの事前放流判断支援サービス
高解像度の雨量予測を基にダムへの
流入量を予測し、事前放流判断を支援

出典：（一財）日本気象協会ホームページ（https://www.jwa.or.jp/）

●気象データ入電情報通知システム（MIEmAS）
警報や地震情報等の発表をいち早く知らせ、災害時

における組織の迅速な
対応を支援。

●リアルタイム津波浸水予測システム
これまで培ってきた津波数値計算技術を用いて気象庁
の震源予測に対応した津波到達
時刻、高さ、浸水範囲、浸水深さ
などをリアルタイムで予測するシステム

20

●高潮予測システム
120時間先までシミュレーションによる予測
情報を作成。5コースの台風経路を設定し、
１時間ごとの各地点の予測潮位を提供します。
（東京湾、伊勢湾、大阪湾、瀬戸内海のみ）



防災ポータル/ Disaster Prevention Portal（国土交通省）

ご利用はコチラ
http://www.mlit.go.jp/river/bousai
/olympic/index.html

〇 国土交通省や各関係機関等の情報提供ツールを一元化して、多言語化やスマートフォン対応等
により、国内外の方々が平時から容易に防災情報等を入手できるよう、防災ポータルを公開。

関係機関の情報提供ツールが

一元化

〈日頃から知ってほしい情報〉

私たちの取り組み

身の守り方
災害時に身を守るための知識を見ることができます

路線情報
バス・鉄道の路線図を見ることができます

国土交通省が取り組む災害対策などを見ることができます

被害想定
想定される被害やハザードマップを見ることができます

災害時、いち早く被害の状況を見ることができます
被害状況

台風などの気象情報、雨量や河川の水位などを見ることが
できます

気象状況

避難所等の防災施設を検索することができます

道路交通情報や鉄道・航空各社の運行情報、
物流の状況を見ることができます

逃げるための情報

交通・物流情報

※その他、ライフライン情報などの情報も掲載されています

〈災害時、見てほしい情報〉
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川の防災情報（リアルタイムの河川情報の提供等：国土交通省）

●ウェブサイト「川の防災情報」
〇国または都道府県等が管理している一級河川、二級河川の情報（国、都道府県等が管理
している水位観測所、雨量観測所等の情報）が原則対象。

〇無料で閲覧可能。また、閲覧するために登録が必要な情報は無し。ただし、閲覧するための
データ通信費用については、利用者の負担。

※英語版あり

※ご利用はコチラ
➡：国土交通省川の防災情報ホームページ

（https://www.river.go.jp/kawabou/html/map/ipTopGaikyo_ac80_fw0.html）

〇ダム諸量データ
ダムに関して、10分ごとに観測される「貯水位」、
「全流入量」、「全放流量」、「貯水量」、「貯水率
（利水容量・有効容量）」などの値が確認可能。
※国土交通省水管理・国土保全局、（独）水

資源機構、都道府県が設置したダムや堰で観測
された情報が対象。

〇雨量
10分ごとの雨量や1時間ごとの雨量が確認可
能。

〇レーダ雨量
全国及び各地域の雨量分布が一目でわかる。
※高精度・高分解能（250ｍメッシュ）で、ほ
ぼリアルタイム（配信間隔1分）のレーダ雨
量情報が確認可能（XRAIN GIS版）。

〇水位
全国の水位観測所のリアルタイムの水位を、観測
所付近の川の断面図とあわせて確認可能。

〇洪水予警報等
各地域の氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危
険情報、氾濫発生情報の発表状況について確認
可能。

〇カメラ
全国に設置されている河川カメラにおける静止画を
見ることが可能。

出典： 国土交通省川の防災情報ホームページ（http://www.river.go.jp/kawabou/html/map/ipTopGaikyo_ac80_fw0.html）
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身のまわりの災害リスクを簡単に調べることができます！

ハザードマップポータルサイト（国土交通省）

ハザードマップ 検索https://disaportal.gsi.go.jp/ 23

〇「重ねるハザードマップ」と「わがまちハザードマップ」の２つのコンテンツから、ハザードマップへの関心を通じて
住民等の防災意識向上を図ることを目的に、事前の防災対策や災害時の避難など、防災に役立つ
情報を提供しています。

全国の市町村のハザードマップを閲覧することができます。様々な防災に役立つ情報を、全国シームレスに地図上で閲覧できます。

東京都千代田区洪水ハザードマップ 藤沢市津波ハザードマップ
写真

土砂災害警戒区域等

浸水想定区域

道路冠水想定箇所
緊急輸送道路
事前通行規制区間

1つの地図に重ね合わせて閲覧

重ねるハザードマップ わがまちハザードマップ

避難ルート
の検討

浸水対策
の検討

耐震対策
の検討

道路冠水想定箇所等 浸水想定区域 土地条件図等

避難計画・防災対策に役立つような、様々な防災に関する情報を提供しています



統合災害情報システム（DiMAPS）(国土交通省）

• 統合災害情報システム（DiMAPS）は、地震や風水害等の災害時に、国土交通省の関
係部局からの被害報告や他システムの情報等をWeb地図上に集約し、統合表示するシス
テム。

• 拡大、縮小可能なシームレスなWeb地図上で災害情報の迅速な共有が可能。被害の全
体像を含め災害対応に必要な情報を迅速に把握し、オペレーション等に活用。
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※出典：https://dimaps.mlit.go.jp/dimaps/index.html



事業継続ガイドライン（内閣府）
出典：内閣府ホームページ（http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/keizoku/sk_04.html）

○広く事業継続の意義を理解してもらい、事業継続計画（BCP）策定の手がかり
となるよう、内閣府にて事業継続ガイドラインが公表されています。

○近年、経済の高度化に伴い、ひとつの企業の製品やサービスの供給停止が、社会経済に与え
る影響は、ますます大きくなっており、企業は、災害や事故で被害を受けても、取引先等の利害
関係者から、重要な業務が中断しないこと、中断しても短い期間で再開することが望まれていま
す。

＜本ガイドラインの対象＞
民間企業を主な対象とした内容が多く記載されていますが、業種・業態・規模を問わず、全ての

企業・組織を対象としています。

＜本ガイドラインの目的＞
事業継続の取組、すなわち事業継続計画（BCP）を含めた事業継続マネジメント（BCM）

の概要、必要性、有効性、実施方法、策定方法、留意事項等を示すことで、我が国の企業・組
織の自主的な事業継続の取組を促し、ひいては我が国全体の事業継続能力の向上を実現する
こと。

※事業継続ガイドライン 第三版 解説書（平成26年７月）
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/pdf/guideline03_ex.pdf

※事業継続ガイドライン（令和３年４月）
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/keizoku/pdf/guideline202104.pdf

※ BCM : Business Continuity Management
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中小企業BCP策定運用指針（中小企業庁）

○中小企業BCP策定運用指針は、中小企業へのBCP(緊急時企業存続計画または事業継続
計画)の普及を促進することを目的として、中小企業関係者や有識者の意見を踏まえ、中小企
業庁が作成したものです。指針には、中小企業の特性や実状に基づいたBCPの策定及び継続
的な運用の具体的方法が、わかりやすく説明されています。

※詳しくはコチラ
➡中小企業庁ホームページ（https://www.chusho.meti.go.jp/bcp/index.html）

○本指針は、中小企業の経営者が、従業員と一緒に、自社の BCP を策定し、日常的に、運
用するとともに、緊急時に備えて BCP の発動を演習するための指針です。中小企業が投入で
きる時間と労力に応じて、4 通りのコース（入門コース、基本コース、中級コース、上級コース）
が用意されています。
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多言語対応支援（日本政府観光局（JNTO））

※詳しくはコチラ➡https://www.jnto.go.jp/jpn/projects/visitor_support/safetravelinfo.html

●日本政府観光局（JNTO）にて、自然災害時等の非常時に役立つ各種情報提供が行われている。

〇多言語コールセンター「Japan Visitor Hotline」（050-3816-2787）
・病気、災害等、非常時のサポート及び一般観光案内を実施。
・365日、24時間、英語・中国語・韓国語で対応。

〇スマートフォン向けアプリ「Japan Official Travel App」
このアプリ内の以下の項目で災害関連の各種情報提供を実施。

「In Case of Trouble」・・・大使館・領事館情報
「Points of Interest」・・・病院情報、避難場所・避難所情報 等
「Safety Assistance」（Other内）・・・災害情報、災害時に役立つ表現等
「Route Search」・・・路線情報、経路案内情報
※アプリダウンロード：https://www.jnto.go.jp/smartapp/eng/about.html

〇公式Twitter／微博（Weibo）「Japan Safe Travel」
自然災害に関する警報・注意報、各交通機関の交通障害、感染症や熱中症の注意喚

起など訪日中の旅行者の安心・安全につながる情報を配信。
※URL(Twitter)：https://twitter.com/JapanSafeTravel
※URL(微博)：https://weibo.com/u/7385501623

〇JNTOグローバルウェブサイト
このウェブ内のImportant Notice内の「Japan Safe Travel Information」

で、災害情報、主な鉄道・空港・航空の情報、医療関係情報等の参照先を
提供。
※URL：https://www.japan.travel/en/news/JapanSafeTravel/

※Japan Official Travel 
Appにおける避難場所・避
難所情報表示の例

※地図表示には通信可能な
環境が必要です
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

災害時の政府、地方運輸局等の対応について

2023/12/8(金)
国土交通省 大臣官房
参事官（運輸安全防災）室



本日の内容

✓自然災害への対応

✓事業者の皆様にお願いしたいこと

✓被害情報の収集と対策

✓把握した被害情報に基づく措置

✓国民への情報発信

✓実際の対応例

✓報道発表などの呼びかけ



自然災害への対応

✓ 被害情報の迅速・適確な把握
✓ 把握した被害情報に基づく措置（勢力の投入、関係省庁の対応の調整）
✓ 国民への情報発信

大雪、大雨、地震等の自然災害に対し、政府は
その発生による被害を最小化し、また二次被害の発生を防止するため、
以下などの対応を行います。

九州北部豪雨（2017年）に伴う災害派遣
防衛省HPより

首相官邸X（旧Twitter）より



報道発表などの呼びかけ

✓注意喚起

大雪や大雨など、自然災害発生の恐れがあるときには、政府は以下などの対応をします。

内閣府主催の関係省庁会議を受けて、国土交通省では本省から地方運輸局等を通じ、事業
者の皆様に注意喚起を実施

大雪の報道発表の例

・・・

✓ 情報連絡体制の確保

地方運輸局等は、災害発生時に速やかに連絡がとれるよう事業者との間で連絡体制を確保

注意喚起文書の例

令和４年１２月２１日 気象庁にて

その他、国土交通省・気象庁の合同記者会見等の報道発表による国民への呼びかけなど



被害情報の収集と対策 -１

また、実際に災害が発生したときには、政府は以下などの対応をします。

✓関係省庁災害対策会議（大規模な災害の場合）

関係省庁の担当者が官邸に集まり、被害情報の共有・とりまとめ

→ 対策の検討を行う「関係省庁災害対策会議」（内閣府）の開催、等

内閣府HPより

令和４年台風第 14 号特定災害対策本部会議
（令和４年9月17、19、20、21日）



被害情報の収集と対策 –２

✓国土交通省災害対策本部（大規模な災害の場合）

各局の担当者が国土交通省・防災センターに集まり、被害情報の共有・とり
まとめ、官邸への報告を行う。

国土交通省に求められる情報

以下など
・新幹線等、電車の脱線の有無

・道路、河川、鉄道、空港、港湾等の社会資本施設の被害、公共交通機関の
運行状況
・高速道路の閉鎖状況
・情報収集体制の状況（防災ヘリの映像等）
・緊急輸送道路の確保、応急復旧の見込み
・緊急災害対策派遣の状況（準備、派遣、活動状況）
・大規模な土砂災害（天然ダム含む）の状況



国土交通省 被害状況等のとりまとめ

・・・

被害情報の迅速・適確な把握



把握した被害情報に基づく措置 –１

✓関係省庁と連携した対応
応援部隊の輸送、緊急医療物資の輸送等の実施

政府は、とりまとめた被害情報を基に対応を指揮します。
国土交通省をはじめとする各省庁は、政府の指示の下で措置を執ります。

✓ TEC-FORCEの広域派遣

（内閣HPより）



把握した被害情報に基づく措置 –２

交通系TEC-FORCEの役割

✓ TEC-FORCEの派遣
都道府県の災害対策本部等にTEC-FORCEを派遣

なお、あらかじめ決まっている初動対応については、政府からの指示によらず
各省庁にて迅速に実施されます。

✓ プッシュ型の支援実施
被災地の支援ニーズの情報収集、支援の実施



把握した被害情報に基づく措置 –３

交通系TEC-FORCEの任命状況
地方運輸局等で654名（R5.4.1時点）となっている。

令和５年度 31人日（9/30時点）
令和４年度 46人日
令和３年度 125人日

令和２年度 208人日

令和元年度 499人日

交通系TEC-FORCE
（地方運輸局等）
の各年度の派遣実績

(うち、R3年7.1からの雨 54人日)

(うち、R2年７月豪雨 140人日)

(うち、令和元年台風 413人日)



国民への情報発信

●国民への情報発信

政府は、とりまとめた被害情報を基に国民への情報発信を実施

磯﨑仁彦内閣官房副長官会見
大雪の被害情報、政府の対応等について

（令和５年1月25日午後）

首相官邸HPより

令和５年1月20日からの大雪等に係る
関係省庁災害警戒会議
（令和５年１月23日）

中野政務官（左）、星野副大臣（右）

内閣HPより



令和５年 １月２０日からの大雪 の対応例

会議等
1/20 関係省庁災害警戒会議、災害対策連絡調整会議（省内）
1/23 関係省庁災害警戒会議、災害対策連絡調整会議（省内）

R5.1.24～25頃
新名神 車両滞留発生

報道発表等
1/20～23 関係地方整備局、運輸局、気象台等より

大雪に対する呼びかけを実施

1/23 国土交通省、気象庁による大雪の緊急発表

令和５年1月20日からの大雪（2023/1/20～26頃）

○24 日(火)から 25 日(水)にかけて、日本の上空にこの冬一番の強い寒気が流入
し、日本付近は強い冬型の気圧配置となった。
○25 日にかけて、西日本から北陸地方を中心に大雪となり、京都市など普段雪の
少ない地域でも積雪となった。中国地方では 24 日夜に短い時間に積雪が急激
に増え、厳重な警戒を呼び掛けた。25 日の最低気温は南西諸島を除き全国的に
氷点下となり、広い範囲で過去 10 年の最低気温に近い冷え込みとなった。・・・

R5.1.24～25頃
鉄道車両15本の駅間停車発生

（東北、北信、関東、中部、近畿、中国、四国、九州）

被害状況等のとりまとめ
1/23～27にかけ、計10回実施

1/25、26 官房副長官会見

NEXCO中日本のHPより

気象状況（国土交通省HPより抜粋）

ＪＲ西日本プレス発表資料より



事業者の皆様にお願いしたいこと

✓社内の危機管理体制の確認
初動対応マニュアル、緊急連絡担当者名簿・連絡先
備蓄品、ハザードマップの確認など

✓地方運輸局等との連絡体制の確認
✓地方運輸局等への被害情報、運行見合わせ情報の迅速・適確な共有
国土交通省HPからも事業者の運行（航）情報にリンクを貼っているものあり

✓運行（航）情報のHP等での積極的な情報発信・提供
✓運輸局から代替輸送等の協力依頼等の連絡があった際の、対応の検討・協力

国土交通省防災情報ポータルサイト



被害情報等の連絡先

被害情報等の連絡先

●鉄道・自動車・海事・物流・観光等
北陸信越運輸局各所管課にご連絡ください

●航空関係
運休・施設被害：航空局総務課 TEL:03-5253-8111（内線48-113）


